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創造性とコミュニケーション

　アーティストは、創造とコミュニケーションの専門家です。彼らは独創的な作

品を創り、新しいものの見方を世の中に提示します。そして、他者や社会、自分

を取り巻く環境と、多様な関係性＝コミュニケーションを築きます。新しい世界

の扉を開ける天才がアーティストなのかもしれません。

　ところで、子供たちも似たような特性を表わすことがあります。知性による解

釈などせず、感覚的に、身体的に表現し、創造する瞬間。言語的ではない、いわ

ば皮膚感覚的な方法で、周囲の人やモノと関わる瞬間。まるで、かつて持ってい

たのだけれどほとんどの大人が忘れてしまった原初的な感覚で世界をとらえるよ

うな特性。アーティストによるワークショップを実践していると、幸運にもそん

な特性を持つ子供たちに出会うことがよくあります。

　そして、自閉症や発達障害であったり、もしくはその傾向があると言われたり

する子供たちは、そのような特性を持つことが多いように思います。彼らのこだ

わりの強さや発達の凸凹、知覚過敏などをマイナスととらえるのではなく、創造

の源として、コミュニケーションの多様性を考えるきっかけとして、このフォー

ラムでは積極的にとらえてみたいと考えました。そして、そのことは、彼らの自

尊感情について考えたり、私たちが文化と文化の接点を考えることに通じるので

はないかと思ったのです。

     　　　　　　　　　　　　　　　　　  NPO法人 芸術家と子どもたち　代表

                                                                                                         　　　　　　　堤　康彦

はじめに

「パフォーマンスキッズ・トーキョー（PKT)」とは

ダンスや演劇、音楽などのプロの現代アーティストを学校やホール等に派遣、10

日間程度のワークショップを重ね、子供たちが主役のオリジナルの舞台作品を創

作・発表しています。[平成 24年度実績：都内 公立小中学校 12校・ホール 5カ所・児童養護施設 5カ所 ]

このフォーラムでは、その過程で出会った多様な子供たちの表現を切り口に創造

性やコミュニケーションについて、アート・教育・福祉などの領域を越えて、実

践報告や体験ワークショップを交えながら話し合いました。
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創 造 性 と コ ミュ ニ ケ ー ショ ン
～ 創 造 性 は ど こ か ら 来 る の か ？ 自 閉・発 達 障 害 傾 向 の 子 供 の 特 性 か ら 考 え る ～  

「 芸 術 が 果 た す 心 理 臨 床 的 役 割  ～ 心 の 発 達 を は ぐ く む 力 ～ 」

講 師 ＝ 林  知 代  [  臨床教育学博士／芦屋大学大学院教育学研究科准教授 ]　

基 調 講 演

「 児 童 養 護 施 設 で の ア ー ティス ト・ワ ー ク シ ョッ プ を 通 し て  」

報 告 者 ＝ 早 川  悟 司  [  社会福祉法人 愛隣会 目黒若葉寮（児童養護施設） 主任・自立支援コーディネーター ]

実 践 報 告

ミ ニ・ワ ー ク シ ョ ッ プ

「 発 達 の 凸 凹 の あ る 子 供 と ア ー テ ィ ス ト  ～ そ の 創 造 性 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ～  」

パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン

講 師 ＝ 野 村  誠  [  作曲家／ピアニスト／鍵盤ハーモニカ奏者 ]

パ ネ リ ス ト ＝

林 知代 [ 臨床教育学博士／芦屋大学大学院教育学研究科准教授 ]　
早川 悟司 [ 社会福祉法人 愛隣会 目黒若葉寮（児童養護施設） 主任・自立支援コーディネーター ]

野村 誠 [ 作曲家／ピアニスト／鍵盤ハーモニカ奏者 ]

吉本 光宏 [ ニッセイ基礎研究所 主席研究員・芸術文化プロジェクト室長 ]

コーディネーター＝堤 康彦 [ NPO 法人芸術家と子どもたち代表 ]

来 場 者 ア ン ケ ー ト 結 果・感 想

パ フ ォ ー マ ン ス キ ッ ズ・ト ー キ ョ ー 　 実 施 一 覧

0 �

1 0

1 �

� �

� �

� �

「 芸 術 家 と 子 供 た ち の 出 会 い か ら 生 ま れ る も の

～ そ の ポ テ ン シ ャ ル と さ ら な る 拡 充 に 向 け て ～ 」

報 告 者 ＝ 吉 本  光 宏  [  ニッセイ基礎研究所 主席研究員・芸術文化プロジェクト室長 ]

調 査 報 告� �

報 告・記 録   目 次
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芸 術 と 臨 床 心 理

 まず、私たちが芸術というときに何をもって芸術かと思

うのですが、数学でも「ピタゴラスの定理は美しい。」と

いう様なことを言った数学者もいます。絵画や音楽といっ

てもなかなか響いてこない、ということもあるのですが、

その時に何にみんな焦点をあてているのかなと考えると、

やはり魂、心、感受性などの感覚の部分、そこにどれ位触

れることができるかということが芸術なんじゃないかと思

います。それは心理臨床の場合もそうで、臨床心理学とい

うのは学問ですが、心理臨床というのはこういう感受性や

感覚というものが働かないとなかなか伝わっていかないと

ころがあって、これもひとつの芸術、アートと言っている

研究者もいます。

ア ス ペ ル ガ ー 症 候 群 の 画 家 、ゴ ッ ホ

 そこで、本日はゴッホについてお話させていただきたい

と思います。ゴッホは、みなさんよくご存知かと思います

が、今でいうアスペルガー症候群だったと言われていま

す。私が共訳した本にもゴッホについて書いてあります。

その特徴をみていただくと、例えば鋭敏な感覚を持ってい

る。また、鈍感性もあるのですが鋭い感受性を持っている

ということと、他者と関わると何か疲れる、という感覚を

持っている。平均的な集団の中では、自分は何か違う異質

な存在だというふうに感じてしまう。それから、敏感で感

じすぎるために、自分づくりがなかなかできにくい、自己

確立が非常にゆっくりしている、という部分があります。

また、観念や理屈はよく発達するのだけれども気持ちがど

うしても表現しづらいというような、情緒表現の苦手さが

あります。そして独自の学び方という特徴もありますが、

ゴッホもアカデミースクールに行った時に、すぐ自分に

芸 術 が 果 た す 心 理 臨 床 的 役 割  
～ 心 の 発 達 を は ぐく む 力 ～

講 師 ＝ 林  知 代  
[  臨床教育学博士／芦屋大学大学院教育学研究科准教授 ]　

基 調 講 演
林 知代 ｜はやし ともよ

[ 臨床教育学博士・芦屋大学大学院教育学研究科准教授六甲

カウンセリング研究所主任カウンセラー ]

著書に「先生！ぼくの心知ってる？わたしの気持ちわかって

る？－アスペの日記から知る子どもの育て方」（単著）、「ギ

フテッド・アスペルガー－才能を阻むもの、育むもの－」（単

著近日出版予定）、「天才の秘密－アスペルガー症候群と芸術

的創造性」（共訳）他。

特に中高生・大学生の相談に自己発達を基底にした精神分析

的心理療法を通して関わっている。家族力動という観点から

親に対してコンサルテーション的ガイダンスを行う。講演・

講座では高機能の発達障害特性への理解を促している。

とって役に立たないということで学校ではなく友だちに学

んだりしています。ゴッホは、以上の特徴を持っていると

いうことが言えるのかなと思います。

ゴ ッ ホ の 生 い 立 ち

 資料にあるのはゴッホの小さい時の写真です。彼は、

1��� 年、長男として生まれます。お父さんは聖職者です。

父方の家族は美術商が多く出ています。兄弟は下には手紙

のやり取りで有名なテオという弟がいます。その下に弟１

人、妹３人がいます。その中でもゴッホは気難しい子供だっ

たと言われています。ある本によりますと、「兄が亡くなっ

てすぐ（ゴッホが）生まれたので、甘やかされてわがまま

になった。」という表現をしていますが、ゴッホの感受性

の度合いや感じ方を考えると、ちょっとした事にも非常に

鋭敏に感じてしまうので癇癪やパニック等を起こしやす

かったのではないかと私は思います。ゴッホは 11 歳で寄

宿学校に入りますが、この時もすぐに家に帰ってきてし

まっています。何年か後にボウルビィという人がいて寄宿

学校が非常に辛かった体験をもとに、愛着理論を展開して

いますが、ゴッホもそれと似ているのではないかなと思い

ます。ゴッホも家を離れるのがちょっと早すぎた。愛着が

まだ形成される前に、家から離れざるを得なかった辛さが

孤独感に結びついていったのではないかと推測されます。

   

紆 余 曲 折 し た ゴ ッ ホ の 学 び

 その後、ゴッホは親戚の紹介で仕事についています。美

術商の叔父に助けられて就職し、最初は非常に順調にいく

のですが、失恋を機会に人生というものを深く考えてしま

います。それで本当のキリスト者になろうと考え、「歴史

芸 術 が 果 た す 心 理 臨 床 的 役 割
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ロールできればうまく道を進めるのに。」と悩んでいます。

父は「わざわざ一番困難な道を選んでいるみたいだ。」と

言います。特性を挟んで親子間でのギャップが生じていま

す。やがて伝道の仮免許をもらうのですが、この時にゴッ

ホは当時の非常に底辺層の人々を伝道していきます。自分

の着るものを差し出し、医者も見捨てたような人を助けて

貢献するのですが、それは委員会が要求するものより行き

過ぎているということで、伝道の仮免許を停止されてしま

います。

親 子 間 で の 理 解 の ギ ャ ッ プ

 そういう状況で、家族は稼がない息子に対してこれから

ゴッホをどうしようか協議します。しかし、ゴッホは「自

分は普通ののらくら者ではない。」と反発します。家族か

ら見捨てられ自分はいらないものだと思われる絶望と悲し

さと、父と違う生き方もあるのだというプライドの両極の

狭間で苦悩します。この時、弟テオに対して、「父の言う

ことを聞いて立派になっている君と、崇高な何かに動かさ

れてやっていかざるを得ない自分とは、根源的、宿命的に

何か違う。」ものであると感じています。家族に対し、「自

分の行こうとする道を色々言わないで素描にでも力をつけ

てくれていたらどんなに良かっただろう」「牢屋の中にい

るような閉塞感を開けるのはただ一つ深い真剣な愛情だ」

と友だち同士、兄弟同士への結びつきへの願いを強く訴え

ています。

 「自分はなかなか理解されない、父と母がうっとうしく

思っているのはわかっている。自分はもじゃもじゃの犬で

濡れた足で部屋に入ってくる粗野な犬だ。」と自虐的に例

えています。その一方で「この家は上品だけれども心底は

敏感ではない。上品だけれども鋭敏ではない。」と言いま

す。「こうなったのはかまってくれなかったからだ。」と愛

着が問題の中枢にあることを示唆します。実際は両親とも

画のようなくだらない絵は買わないように。」とお客さん

に言ってしまうものですから、会社としては成り立ってい

かないため仕事を辞めさせられてしまいます。その時、叔

父は「イカルスになってはいけない。」と言うのですが、ゴッ

ホは「本当のキリスト者になることとイカルスの願いは違

うものだ。」と反発をしています。その次に本屋さんで勤

めます。洪水があった時に非常に活躍し、すぐに本採用さ

れました。彼の役割は帳簿付けなのですが、それには関心

がない。自分の関心の向く聖書を翻訳することに熱中し、

やはり辞めさせられてしまいます。

 「結局、自分は聖職者になりたいのだ。」という願いが

あることに気づき、家族も同意して色々準備をします。母

方にヤン叔父という人がおり、彼が広い邸宅に一人で住ん

でいたので、そこで良い家庭教師をつけてもらって命を懸

けた受験勉強を始めます。その頃の聖職者というのは、非

常に難しい試験を突破しないとなれなかったので、文字通

り身体にむち打って勉強するのですが、丸暗記の勉強が苦

手なゴッホにとっては、それもすぐ駄目になってしまいま

す。疲れで頭が回らなかったとも推察しますが、その結果、

自分の道を考え直していきます。その時彼は「自分は健康

ではない、もっと良くなりたいと思っているけれども、世

間一般の悪い薬を飲むと余計に悪くなってしまう。」「人

間が食べたり飲んだり眠ったりする以外のもっと気高いも

の、自分はそれを希求して、それなしにはやっていけない。」

と主張します。彼は聖職者になる道があきらめきれないの

で、福音伝道学校へ行くのですが、その時に彼の特徴がよ

く出ています。

奇 妙 な 考 え 方 を し た 息 子

 「文法で主格か予格というのは僕にはどうでも良いこ

と。」と答えたり、フランス語で『断崖』という言葉の意

味の質問をされると、自分の頭で発想した絵を黒板に描き

たがって前に行くのですが、教師に制止されてしまいま

す。後で休み時間にその絵を描き始めるのですが、友だち

からからかい半分に上着を引っ張られ、その友人に一撃を

くらわせるという出来事があります。没頭しているとき邪

魔されることに強い不快感を示して、激しいリアクション

で返すのはアスペルガーの特性の一つでもあります。こう

いうゴッホに母親は「この変人ぶりと奇妙な考え方で息子

は人生を駄目にするのではないか、もっと自分をコント
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ゴッホにあれこれよく世話をしていますが、息子がどう理

解されたいかの点でずれがあります。

心 理 療 法 の 視 点 か ら 分 析 し た ゴ ッ ホ の 作 品

 それから彼が画家になろうと決心したのは 1��� 年頃で

すが、その前の 1��� 年に描かれた絵（『森の中の少女』）

を心理療法の見方で見ていこうと思います。左下に大きな

木があります。根は生命力になります。幹は自分の中核を

表します。木は内面を象徴しています。木は上で切断され

ており、現実ではまだ十分に果たされていない欲求、もっ

と伸びたいという欲求を表していると思われます。その一

方で、現実を表す人間が非常に木に対して小さいというの

は、まだ、現実的には小さい自分を表しています。内的に

は大きく膨らんだ生命力を描いているのではないかと思い

ますね。それから右上の「社会」（資料「絵画から心に触

れる」）の方に薄明かりが見えていますね。そこへ辿る道、

ということを暗示しているように思われます。それから、

だいたい全部に茶色が使われていますが、茶色というのは

現実感を表す色だと言われています。

 次に、1��� 年に描かれた絵（『秋のポプラ並木』）です

が、真ん中にセルフを象徴する家、自分を支えていた家 ( 教

会 ) から出て、手前に歩いていく男性がいます。橋がかかっ

ていて、向こうの世界からこちらに歩いて来ようとしてい

る。上部意識の世界から手前の無意識の方に歩かざるを得

ないゴッホの心情が投影されています。それから左手前に

大きい木がありますが、ここでもこれは現実に入りきらな

い自分の生命力、想像力が感じられるかなと思います。

 それから、初めてゴッホが商品として完成させた『ジャ

ガイモを食べる人たち』(1��� 年 ) という絵なのですが、

「金色の枠で飾ってくれ、そうするとこの絵が映えるんだ」

と言っていまして、鋭敏な視覚が見て取れます。それから

触覚ですね。微妙なニュアンス、風が吹くということを肌

で感じる。それから聴覚に関しても、子守唄をフランスの

ラッパに例えるなど感性豊かであったということがわかり

ます。

 テオのところにパリから一緒に住むつもりで出てくるの

ですが、弟からすると兄は非常に暮らしにくい人「まず無

精、部屋が片付けられない、とても汚い、問題はお金では

なく気持ちが通じ合わないんだ。」とテオは言っています。

受 動 性 領 域

倫 理  道 徳  宗 教  父 性

魂  直 観  本 能 母 性  土 へ の 郷 愁

身 近 な 人  感 情

能 動 性 領 域

社 会

資 料：絵 画 か ら 心 に 触 れ る

意 識 的 精 神 世 界

無 意 識 の 世 界

内
界

外
界
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 一方で、非常にナイーブで素晴らしい才能があるのに、

もう一方では利己的でわがままに見える。この両極を統合

する調整力というのは、やはりアスペルガーの人にとって

は非常に大きな課題になります。両極が自分の中に存在す

るということなのですけれども、外の環境にも影響を受け

やすいことと揺らがないというか、曲げられない自己との

統合が大変という特徴があります。

 ここで（図 1）を見ていただくと画面が明るくなってい

ることがわかります。水色というのは心の穏やかさを表し

ます。それから心理では水というのは深層心理を表してい

ると言われておりまして、ここで水をたたえたアルルの風

景から、ゴッホがどんな心情であったか伝わってくる気が

します。ここで左の画面（「内面」を表す）の方に、糸杉

が � 本出てきています。

 それから、右の方（「社会」を表す）を見ていただくと、

枯れた木が何本か出ています。非常に対照的かと思いま

す。それから、右には白い壁と赤い屋根の家がありますが、

「赤」というのは情熱を表すということで、人間でいうと

屋根というのは頭にあたります。頭はイマジネーションで

すとか、想像力を持つところ。それから「家」というのは、

自分の家と密接な関係があるところです。白い壁の「白」

というのはやり直す、新しいものというところがあって、

「社会」（を表す右の画面）に家を象徴するゴッホの気持ち、

それから右から左へ向かってくる馬車とか人です。右の「外

界」と左の「内界」を結びつけるこの跳ね橋というのが、

両者を調和させようとするゴッホの気持ちを表していると

思います。

 それからもう一つは洗濯をする女性がいます。（※『ア

ルルのはね橋』の絵は何枚かあり、先の絵のほかに洗濯を

する女性が画面にある絵もある）洗濯をするということ

は、何か物を洗う、それから洗い流すという連想が思い浮

かぶのですが、ここで赤い服、というのがやはり洗い流し

て新たなものを作っていきたい情熱の現れなのかな、と思

うのです。その時、ゴッホはアルルに自分の芸術家の村を

つくりたいというふうに考えます。寝室にはひまわりの絵

をいっぱい飾って、窓を開けると公園の緑と日の出の町が

見えてくるのだというふうに、自分の計画を非常に楽しみ

にし、希望に満ちている時かなと思います。

 この『黄色い家』（図 �）は、自分が内装を全部新たにして、

作り直しています。今まで人が住めない状態だった黄色い

家を、お金をかけて直すんですが、黄色というのは、自分

を注目してもらいたいという色、解放的な気持ちを表す色

という、それが真ん中にきています。自分が借りて住みた

い家、これはゴーギャンと住む家なのですが、ここの家を

見てもらうと、壁が黄色、窓枠が緑になって、精神的な平

安を望む気持ち、それから窓の奥は黒なのですが、この黒

は闇という意味もありますけれども、ここでは強い意志を

表している。この黄色い家に託する気持ちが非常によく出

ている絵だと感じます。

図 1. フィンセント・ファン・ゴッホ《アルルのはね橋》1��� 年

図 �. フィンセント・ファン・ゴッホ《黄色い家》1��� 年
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 それから、その頃に描いた絵（図 �）ですけれども、これ

はパッと見た時に手前に黄色の家がものすごく巨大に描か

れていることに意味があると思います。この家は左と上で

切断されていて、上で切断が起こる場合は現実で得られな

いでいる達成感が表れると言われます。左で切れていると

いうことで、過去の失敗への不安がここで起こっているの

ではないかと思います。そうすると、この頃のゴッホの不

安と期待が入り交じって大きく揺らぐ気持ちが伝わってく

る気がします。

 これはゴッホの部屋（図 �）になります。右に「外界」

へ行くドア、左に「内界」へ向かうドア、両側のドアの間

に自分の部屋があるということ、ここで全部「対」になっ

て描かれていることで、ゴッホがいかにパートナー、自

分と共同で生活する人を待ちこがれているかというよう

なことが表れている気がします。ここのベッドの赤……、

ゴッホはずっと不眠症だったのですが、弟テオに「眠る

ためには樟脳を枕元に置くといい。」と言っていたりしま

す。このベッドを見ると、眠りと英気への期待を象徴して

いる気もします。

 けれども、ゴーギャンが想像力を使って描き、ゴッホは

見て描くことを重視、ゴーギャンの方がよりプリミティブ

なものに惹かれ、ゴッホはどちらかというと理想主義、ロ

マンチックなところがあったりして、互いに認め合いつつ

も一緒にいることの大変さが表面化してしまいます。よく

アスペルガーの人は現実に見えるものは非常に実感をこめ

て描くのですが、想像で描いてほしいと言われると、何を

描いていいかわからないというふうなことが起こります。

ゴ ッ ホ の 発 作

 ゴーギャンはもう � 人では住めないとゴッホに伝えま

すが、その直後にゴッホは、たぶん私は絶望とショックか

ら遁走、乖離が起こってしまったのかなと思うのですけれ

ども、耳を、全部ではないですけれども耳たぶを切ってし

まい、女性に「大切にしてほしい。」と送るという事件が

起こります。お医者さんはてんかん性の症状だと言ってい

ましたが、限界を超えたための一過性てんかん様の発作が

起こったのかなという気がいたします。かなり体も酷使し

ていましたので。

 
図 �. フィンセント・ファン・ゴッホ

《夜のカフェテラス（アルルのフォラン広場）》1��� 年

 この時から何回か発作が起こるのですけれども、これ

（図 �）は病院から見た景色です。右に道を直さなくては

いけないという「外界」への道の修理、それから左を見

ていただくと、それに比べて穏やかに見えるということ

で対照的な世界が出ていますが、それと真ん中に非常に

ごつごつした太い幹と枝がわかると思います。枝は人間

関係を表すのですが、中央の大きな大木で右の世界と左

の世界が分けられていて、工事をし直さないといけない、

道路を直さなければいけないという心情が表れている気

がします。
図 �. フィンセント・ファン・ゴッホ《アルルの寝室》1��� 年

図 �. フィンセント・ファン・ゴッホ《道路を直す人》1��� 年
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 それから、ゴッホは次第にひまわりの代わりに糸杉に惹

かれ始めるのですが、『糸杉』（図 �）を見てもらうと樹冠

が茂り幹はほとんど見えなくなっていますね。樹冠という

のは感情とか情動を表すのですが、知的な頭の働きではな

く情動に突き動かされ、情感を表現したい欲求がよく出て

いるんじゃないかと思います。

 それから、『星月夜』（図 �）という作品なのですが、こ

れを見てもらうと、さらに表に出しきれない情感が活き活

きと……というより情念が生々しく伝わってくる気がする

のですけれども。手前の糸杉、これが天に向かってものすご

くうねるように伸びています。それから中央には教会の尖

塔、左手の糸杉が上に向かって伸びています。空が半分以

上を占め、心の拠り所とする星が象徴的だと思うんですね。

 右上、社会を示す場所にある月は、決して満月にならな

い。空には膨らんで白く見える星がたくさん見えます。

 宇宙のある理論では我々を作っている「元素」は、超新

星の爆発が起こって誕生したものでそれがなかったら我々

人間というものは存在しなかっただろうということです。

星を見ると抱かれる気持ちになる体験が皆さんあるかもし

れませんが、理由はそんなところにあるのかもしれないと

いう人もいます。ゴッホは星に強く惹かれていますが、情

動を表す糸杉、知的拠り所の教会の尖塔、双方が母なる星

に伸びていこうとする様と取れるのかと思います。

 他方で、下で切断が起こっていて強い感情を抑制・抑圧

して自分のパーソナリティの安定を維持しなければならな

い気持ち、こうした上の世界と下の抑圧の内面世界がうね

るような描き方と非常にマッチしているように思います。

 それからこれは次の年に描かれたものですが、『オー

ヴェールの階段』（図 �）、これを見ていただくと左に家が

見えますが、新たな出発をしたいという白い壁と赤い屋根

の家は階段の上の方にあって、中央に年老いた腰の曲がっ

た杖をついた男性が降りてきています。ゴッホ自身のよう

にも見えます。それから右の外界の部分ですが、社会に行こ

うと思うと高い塀があって、なかなかそちらには行けない。

それから道が「内界」に向かっています。これまで人は全

部前方 ( 横向きも含め ) を向いていたのですが、この絵で

は「内界」へ向かって退却しているようにさえ見えます。

図 �. フィンセント・ファン・ゴッホ《糸杉》1��� 年

図 �. フィンセント・ファン・ゴッホ《星月夜》1��� 年

図 �. フィンセント・ファン・ゴッホ《オーヴェールの階段》1��0 年
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 ゴッホは、絵だけが自分にとっては過去と現在の世界を

結びつけているものだったと述べていますが、自分の存在

を実感することができるのが絵を通してだったということ

です。自分が存在する感覚の一つに、過去と現在と未来が

一貫して続いている感覚を感じることができるという考え

があるのですが、描かずにいられなかった絵と共にゴッホ

の自分づくりの変遷を見ることができると思います。

芸 術 が 果 た す 自 己 発 達 へ の 役 割

 ここで芸術が果たす自己発達への役割というものを考え

ますと、まず安心感の源ということです。例えば伝えたり、

感じたりするのに言語の意味以前に音の強弱、調子、テン

ポ、ふれあい、光、におい、表情こういうものを基盤にし

て安定感を蓄えます。芸術はこうした感受性の部分と密接

に関係しています。一人一人その人によって感受性は違い

ます。適度な刺激をもらって安定感を得て行くわけですが、

言葉の内容だけではなく、非言語的なものが知的理解に先

行するということです。芸術は知的理解から情緒理解への

橋渡しをしてくれているということがあると思います。

芸 術 は 、自 分 づ く り の 橋 渡 し

 それから移行対象というのはみなさん聞いたことがおあ

りかもしれませんが、例えば赤ちゃんが汚くなった毛布を

離さないとか、大好きなぬいぐるみがあってそれがないと

眠れないとかがあります。あれはお母さんと一体であった

世界から離れて社会に出る時の支えになる対象なのです

が、そういう自分の分身となるものは、芸術と深く関係が

ある気がします。情感、自分の情緒表現、感情表現、とき

には理屈さえ、アートというツールを用いて社会と繋がっ

ていく一つの手段になると思います。発達というのは、身

体の生理的な自己、感覚、五感、自分が自分であるという

中核の自己、それから人と接していく対外的な完成、と発

達に順序があり、これが一旦発達すると統合されて自己と

いうのが発達していくと言われているのですが、そういう

自分づくりの橋渡しとして芸術が果たす役割というのは大

きいのかなと思います。

 

 それから、『オーヴェールの教会』（図 �）になりますと、

さらに孤独を示すように（人物が）� 人から 1 人になって、

光が右側から差しています。「社会」を表す右側は光が差

して屋根も赤く活動を思わせます。ところが左は陰の世界

です。「光」と「陰」を思わせるような絵です。中央には

分岐があって、女の人は左の影の「内界」に向いて歩いて

います。その後、自殺となるわけですが。

絵 と い う 存 在 を 通 し て 結 び つ く 世 界

 ゴッホはお母さんに「僕の人生は孤独のままに続くかも

しれない。自分が愛着を感じていた人たちもガラスを通し

てしか嗅ぎ分けられない。」と言っています。これはいわ

ゆる離人感を示す言葉かと思います。ガラスを隔てて向こ

うではみんなが活き活きとした世界が見えているのだけれ

ども、自分はガラスで区切られている感じがするというの

が離人感というのですが、そう感じていたんじゃないかな

と。お母さんは「あの子はこれまでずっと病気だった。結

果、私たちもこの子に悩んできた。」と（言っていて）や

はり息子の心情を計るには常識的過ぎて情緒的に繋がって

いかない母親と子というように思えてきます。

図 �. フィンセント・ファン・ゴッホ

《オーヴェールの教会》1��0 年
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＜ 資料： 林式 タイプ別の提示 ＞

・LD（Learning Disability）というより、独自の学び方（学び方の問題 Learning Issue）

・混合型が一般的

 考え方とか感じ方の違いというのは人それぞれなので

すが、例えば（ゴッホは）発達障害系のアスペルガー症

候群に、AD（注意欠陥・不注意）、HD（衝動・多動障害）、

それらが重複して現れているというのが私の考えです。

理屈とか哲学的思想は非常に得意だけれども、感情や情

緒表現が難しい。記憶力が良くて、昔の事がついフラッ

シュバックしてしまう。冗談とか軽口で言われたことを

そのまま受け取ってしまう。周りの流れが読めない。こ

ういうふうに臨機応変にいかない、純朴で真面目で人よ

り深く感じ取ってしまう感受性が「なんでだろう。」と色々

考えるきっかけになり、それが芸術を育むものとも関連し

ていくのかなと思います。

 あと、発達障害の特性ということで（資料を）ご覧頂い

ているのですが、それとアートの関連は非常に深いと考え

ています。自閉症スペクトラムとその周辺の子供のタイプ

別や類型を資料にお渡ししていますので読んでいただい

て、私の話は終わりにさせていただこうと思います。みな

さまご清聴ありがとうございました。

高機能広汎性

発達障害（ HFPDD ）の群

｜タイプ共通の特性｜

・不ぞろいの発達領域

・社会的に適応困難な傾向

・情緒的なフラストレーションを

持ちやすい

・認知の特異的、独創的把握

・人間関係の距離のとり方の不器用さ

・会話の不成立

・知覚の過敏性／鈍感性

・興味・関心への没頭

アスペルガー（ AS ）タイプ

独り行動マイペース

・情緒的つながりを感じにくい。

・自分自身の情緒や感情を同定する

  ことが難しい。

  自分の感情にすぐフォーカスできな

い。

・関心の事柄を詳細に語るが会話は苦

手。

・センシティブで傷つきやすい。

  我慢の限界で爆発。挑戦的態度。

・ 声の強さ、大きさに過度に反応し、

恐れる。

・物事が自分の見通しとおりにならない

ことへのフラストレーションを強く感

じる。

注意欠陥・不注意（ AD ）

タイプ

おっとり・従順マイペース

・細かいところに注意がいかない。

・人の行動から次の予測が難しい。

・あるもの（こと）に注意を集中して持

続する ことが難しい。

・短期記憶（ワーキングメモリー）の困

難さ。

・次の行動に移るのに時間がかかる。

・動機付けや活発さに欠けるように見え

る。

・方向感覚が弱い。

・ぼ～っとする。

衝動・多動（ HD ）タイプ

活発・積極マイペース

・外から見ると、なんでもないと思われ

ることに騒ぎ立てる。

・予定が入っていないと不安になる。

・興味関心を求めてじっとしていない。

・達成不可能に思える計画を立てる。

・ゆっくり眠った感覚がない。

・早く答えがほしくて待てない。

 我慢ができない。

・自分の役割にだけ焦点が向きすぎて、

 周りを見ずに結論に飛ぶ。自分のや

り方を主張する。

・集団の中でテンションが上がりすぎて

 疲れる。
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実 践 報 告 早川 悟司 ｜はやかわ さとし

[ 社会福祉法人 愛隣会 目黒若葉寮（児童養

護施設） 主任・自立支援コーディネーター ]

所属施設での実践や、東京都社会福祉協議会

児童部会・リービングケア委員会等での活動

を通じて、児童養護施設における自立支援の

向上・標準化を目指す。これらの前提として、

虐待を受けた子ども達の自尊感情の回復が不

可欠だと考えている。

児 童 養 護 施 設 で の ア ー テ ィ ス ト・

ワ ー ク シ ョ ッ プ を 通 し て

報 告 者 ＝ 早 川  悟 司  
[  社会福祉法人 愛隣会 目黒若葉寮（児童養護施設） 主任・自立支援コーディネーター ]

社 会 的 養 護 と 児 童 養 護 施 設

 私は東京の目黒区にあります児童養護施設で勤務してい

ます。今日いらしているみなさま方は児童養護施設のこと

をよくご存知の方もいらっしゃるようですが、日頃全く縁

のない方々もいらっしゃると思いますので、私のほうから、

児童養護施設、里親とか色々似たような類型をひっくるめ

て社会的養護という言い方をしますが、一般的なご説明を

させていただいた後、具体的に私どもの施設で「芸術家と

子どもたち」のお力を借りてどういった活動を行ってきた

かをご説明させていただきます。

 初めに今申し上げました「社会的養護」ですけれども、

この用語は国が使っている行政用語です。国がどのように

言っているかというと、子供を守るべき保護者が子供を守

ることが難しい状況になったときに、子供を公の責任の下

で保護する仕組みということです。つまり平たく言うと、

家の代わりですね。日本で児童養護施設というのは、約

�00 近く、��� 施設あり大半が終戦直後にできています。

私のいる目黒若葉寮も元々は陸軍兵舎だった所で、終戦直

後に軍部が解体されて空いた馬舎だったり兵舎だったりし

た所を、終戦後に戦災孤児たちを保護したことから始まっ

ています。

さ ま ざ ま な 社 会 的 養 護 の 種 類

 社会的養護、要するに児童の権利条約というのをみなさ

んご存知と思いますが、国際的に国連で定められている条

約で日本も批准しています。国際的に権利条約の中で、家

庭で適切な養育を受けられない家庭を奪われた子供は、国

の責任で保護しなければいけないということになっていま

す。社会的養護の類型は、児童養護施設が ��� 施設、約

３万人入所していると言われています。社会的養護全体で

は４万人ほどの子供が入所を委託されていますので、その

大半、４分の � が児童養護施設、その他には養育里親、ファ

ミリーホームという類型もあります。国際的には欧米など

はほとんど里親で、施設はどんどん消えるという中で、（日

本は）非常に施設の割合が高いと言われています。ただ、

これに関しては一概に里親が良いかとかそういった議論は

よくありますが、私としてはまだ慎重に考える必要がある

と思っています。

 補足になりますが、社会的養護の類型で似たようなもの

に自立援助ホーム、母子生活支援施設というものも類似す

るものとしてあります。しかし、こちらに関しては国がお

金を出して子供の養育をしているという訳ではないので、

私は社会的養護とは異なると考えています。先程、林さん

からお話のあった発達障害と、社会的養護というのは今や

切っても切れない状況になっています。私どもの業界では

発達障害に対する理解が必須になっていますが、これに関

しましては序々にご説明申し上げていきます。

 先程申し上げた「児童養護施設」は、昔は戦争孤児とか、

いわゆる孤児と言われる子供たちを預かっていたのです

が、今、孤児とよばれる子供は児童養護施設にはほとんど

いません。みんな親がいます。では、なぜ施設に来るかと

言うと、大半の子供が家庭等で虐待を受けていて家庭で安

心して安全に生活ができなくなっているということです。

児 童 養 護 施 設 で の ア ー テ ィ ス ト・ワ ー ク シ ョ ッ プ を 通 し て
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身体的虐待

性的虐待

心理的虐待

ネグレクト

児童虐待の４類型

児 童 養 護 施 設 で の ア ー テ ィ ス ト・ワ ー ク シ ョ ッ プ を 通 し て

「 児 童 虐 待 防 止 法 」の 制 定 に よ る 変 化

 少子高齢化の中で私がこの仕事に就いたとき、児童養護

施設（で働くこと）は親にも非常に反対されました。この

少子高齢化の時に子供の養育に関わるなんて、時代に逆行

していると。老人の施設に行けと言われました。私は訳あっ

てどうしても子供の方に行きたかったのです。結果的にど

う評価するか色々な見方がありますが、�000 年に「児童

虐待防止法（児童の虐待の防止等に関する法律）」が制定

されました。これを境に虐待が増えたとも言われています

が、正確に言うと、今まで地域で潜在していた虐待、他所

の家で毎日子供が泣いている、外に放り出されている。お

かしいなと思いながらも、でも他人の家に口を出さない方

がいいかなということでそのままにされていたものが、法

律ができたことで顕在化したことがあります。

 この法律に関しては � つの効果があって、一つは虐待が

４つの類型に定義をされたことです。かなりざっくりとし

ていますが、心理的虐待、身体的虐待、性的虐待、ネグレ

クトです。ネグレクトというのは放置、育児放棄とも言わ

れています。適切な養育を欠いている状態を言います。こ

うした４つがいずれも虐待だということ、またもう一つの

法律の効果としては虐待を発見した、虐待が疑わしい状況

を発見した場合には通報しなければならないということが

法律の中で定められました。通報義務、というのはここにい

らっしゃるみなさんも私もそうですけれども、どんな職種

であれ、どういった方であれ、通報しなければならないと

いうことになっています。疑わしきはまず通報せよ、とい

う状況で虐待が顕在化するようになったということです。

をお受けすることもあるのですが、必ずその時に、虐待を

しているという親に「どうしようもない人間だ。」とか「親

になる資格がない者が親になっている。」というような社

会的バッシングというような風潮があるのですけれども、

そういったカラーで報じるのであれば、一切（取材の）ご

協力はできませんとお伝えしています。というのは、（虐

待をしている）保護者の状況は「単親」「低学歴」「低所得」

に加えて「社会的孤立」が特徴と書いてあります。要は、

虐待をしていると言われる親は、苦労して重たいお腹を抱

えながら激しい痛みに耐えて、みんな苦労して子供を生ん

でいて、かわいがれる環境にあれば本当はかわいがれたは

ずなんですけれども、ただ、そうできない状況に追い込ま

れているということがあります。

 例えば極端な例、母子家庭のお母さんで私もよくお話す

る例ですが、会社でも半人前扱いされ、保育園に預けてい

る子供に対しては、０歳、１歳という、まだ小さい赤ん坊

の時に人に預けているということで、社会人としても半人

前、親としても半人前と言われる中で、後ろめたい気持ち

を感じながら一生懸命子供を育てているというお母さん

が、日本中にいくらでもいると思うんですね。そういった

お母さんたちが６日間頑張って一生懸命仕事と養育をして

いたとしても、誰からも褒められもせず、誰からも支えら

れもせず、７日目についにたまらなくなって、子供がふと

した事で泣き出した、わがままを言ったという時に今まで

溜めていたものが溢れだして７日目に一番弱い子供に手が

上がってしまう。それまでのストレスが（子供に）向いて

しまうということで、手が上がってしまう、外に放り出し

てしまう、というような形で虐待が起きるということが

多々あるんですね。

 もちろんひとくちに虐待と言いましても色々な態様があ

りますから、色んな議論はあるとは思うのですが、いずれ

にしても親が精神的にも経済的にもゆとりがあって、安定

した状況だったら児童虐待というものはそうそう起こるも

のではないと私は思っています。ですから、私たちは「７

日目の児童虐待」にばかり目を向けて、虐待をする親だと

レッテルを貼るのではなく、６日間頑張っていたところを

どう支えるか、どう注目するかが大事かなと思っていま

す。

7 日 目 の 児 童 虐 待

 ただ虐待をしている親が、大半の場合が母子家庭だった

りします。私も最近色んなところで呼んでいただいてお話

させていただくこともありますし、テレビや新聞等の取材
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児 童 虐 待 と 発 達 障 害 の 関 係

 虐待が児童に与える影響、先程申しましたようにどのよ

うに虐待と発達障害が結びついているか、ということです

が、私は専門家ではありませんし、詳しくはお話しません

が、ニワトリと卵みたいだというふうに言われています。

 先程からお話のあった発達障害というのは正確には先天

的なもので、要するに養育の問題で発達障害になるのでは

ないと、何らかの形で脳に異常があり、発達障害が生じる

と言われています。これに対して「反応性愛着障害」とい

うのは、児童虐待とか、愛着形成期に適切な養育を行って

いないと、アタッチメント、愛着を結ぶことが上手くでき

ないと、結果として反応性愛着障害というふうに色々な症

状がでます。この（反応性愛着障害の）症状と発達障害と

いうのは非常に症状が似ていますね。

 先程の基調講演でもありましたように、非常にコミュニ

ケーションがとりづらい、空気が読めない、流れが読めな

い、抽象的な思考ができない、相手の感情がわからない、

適切な距離がとれない、話をすると、このぐらい（近づい

た）距離で話をしにくるとか、言ってみれば非常に奇異な

行動と見られてしまうようなコミュニケーションをとる人

たちがいます。これは虐待の影響なのか、それとも先天性

の発達障害なのか、見分けることは非常に難しいのですが、

見分けることが大事というよりは、併せて理解することの

ほうが大事かなと思います。虐待によって、反応性愛着障

害になる場合もあるし、もともと発達障害をもっているの

で、育てにくい子供ということで親の虐待を引き出してし

まうこともあると言われています。

子 供 は 親 が 悪 い と は 思 っ て い な い

 それから結果として、虐待を受けた子供たちや、発達障

害を抱えている子供たちというのは、どうしても自尊感情

が低くなりがちだということです。特に虐待を受けた子供

は、本当に誰も、特に小さい子供は親が悪いだなんて誰も

思っていません。特に幼児期なんかは自分の親がこうだっ

たから虐待されたなんて誰も言いません。「僕が悪い子だ

から。」「私が生まれてこなければ良かった子供だから。」

など、自分に対して否定的な思いを必ず持っています。

 なぜかと言うと、親は叩く時に必ず「私は辛いのよ。」「こ

の間会社でこんなことを言われて、だからあなたを叩きま

す。」なんて言わないですよね。「何度言ったらきれいにご

はんを食べられるようになるの。」とか「靴が汚い。」「泣

き声がうるさい。」とか、子供の行動に焦点化されて、そ

れで虐待的な対応をされる訳ですけれども、そういったも

のを子供は「この人は今ストレスが溜まっているから僕に

あたっているんだな。」なんてそんな分析は当然できない

ですからね。全部自分が悪いとそのまま受け止めてしまう

んですね。

 それから社会のしがらみで、６日間普段社会から放置さ

れているお母さんが抱えているストレスを、幼い子供が何

もわからず、それを全部自分のせいだと引き受ける。これ

はもう、たまらないことになります。当然、低い自尊感情、

自分なんか生まれてこなければ良かったという、死んだ方

がいいみたいなことも感じることがあります。そうなると、

さまざまな行動上の問題ということが起きていきます。人

の物を盗む、暴力をふるう、性的な逸脱行動など、色んな

行動上の問題が起きていきます。そうすると、結果的には

「だめな子」「社会的なルールが守れない子」ということで、

学校からも家庭からも排除され、場合によっては施設から

も面倒をみきれないと排除されて、次々に居場所を失って

しまうということが起きます。当然ながら、そういった子

供たちは刹那的に生きていくしかない。自分の将来に展望

なんか見出せないということになっていきます。このスパ

イラルに落ち込み、そういう人が親になると、また自分の

子供も適切に育てられず、虐待問題は世代間でも連鎖して

いくことになります。

児 童 養 護 施 設 に 共 通 し て い る 課 題

 児童養護施設においては何らかの障害を持つ児童が約２

割いると言われています。色んな行動上の問題がある、環

境不適応がある。それからこの後お話する、私どもの施設

でワークショップに参加した子供たちも、別に発達障害の

子供たちを集めた訳ではないのです。こういった活動があ

るからやろう、日頃居場所を失っていて、要は暇だったの

ですね。部活動にも染まれない、学校にもまともに行けて

いない。趣味といってもゲームなどで、それ以外あまりな

い。それで、集まった３人に共通していたのは、みんなア

スペルガーや自閉症の傾向とかつて医師から言われたこと

がある子でした。

 これは発達障害の子供に限りませんが、低い学力と三重

のハンディというのがあります。児童養護施設に来る子供
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たちは様々な養育の困難さから、それまでの家庭環境の不

備や、児童養護施設に来れば学校が変わって転校しなけれ

ばいけないですとか色々なことがあって、どうしても学力

が低くなりがちです。発達障害的なことがこれに加わると、

勉強はできないし、落ち着いて座っていられないというこ

とで、かなり学校にいること自体がきつくなってきます。

 

 あと、児童養護施設に共通している課題として、社会的

自立の困難さがあります。基本的には 1� 歳で社会に出な

いといけない。高校に行っていない、中退してしまうと、

1�、� 歳で社会に出されるという過酷な状況になります。

ただでさえ社会適応能力が低いのに、こういった若年層で

社会に出るとどうなるか。ざっくり言うと、男性なら昔で

いうとヤクザ、今でいうとホームレスや犯罪者、女性であ

れば性風俗といった、危険に身をさらして生きていく人が

多々いることになります。

居 場 所 の 確 保

 具体的に私どもの施設と「芸術家と子どもたち」の方で

どのような活動をしてきたかということについてご説明し

ます。私は、日頃から居場所のない子供たちをどうにかし

ないといけない、学校にも行けないとなると、本当に色々

なところを探していましたが、東京には学校教育を奪われ

た子供に対して、しかもお金もない、となると居場所が本

当にないんです。フリースペースとか、フリースクールな

どがありますが、お金がかかります。なので、児童養護施

設の子供たちが学校に行けないとなると、日中何をすれば

良いかが本当になくて。

 田舎に行けば畑を耕していればいいのかもしれません

が、この辺でどこか勝手に耕すと怒られますし、勝手に物

を投げたり、草を刈ったり、何をしても怒られるんですね。

東京というところは。私も東京で生まれていたら本当に薬

漬けにされていたかもしれないなと思います（苦笑）。そ

のくらい東京は今、型にはまれない子供にとっては生きに

くくなっていると思います。居場所の確保をして、その上

で自尊感情の回復、先程言った虐待などによる、損なわれ

児 童 養 護 施 設 で の ア ー テ ィ ス ト・ワ ー ク シ ョ ッ プ を 通 し て

入所児童の課題：

発達課題を抱える子供

発達障害と虐待による

反応性愛着障害

さまざまな行動上の問題

環境不適合

何らかの障害をもつ児童

２割

た自尊感情を回復しないといけない。そういうのがあって、

初めて社会に出ていく力を培うことができるのかなと思っ

ています。

い ま 、危 惧 し て い る こ と

 余談ですけれども、実践理論モデルの変遷というものは

何かというと、ともすると今児童養護施設は行動上の問題

を抱えた子供たちがたくさんいるために、施設にも嘱託の

精神科のドクターが入ってくるということがたくさんあり

ます。それでお医者さんとつながって、通院、服薬、時に

は入院なんてことも非常に増えてきています。私は正直、

危惧しています。お医者さんに来ていただくことで、ご助

言いただいたり、助かる部分もたくさんあるのですが、こ

れも安易に我々がそちらに依存してしまうと、ますます子

供を育てられなくなると思っています。

 「治療モデル」「生活モデル」「ストレングスモデル」と

資料に書きましたが、業界の元々の「治療モデル」という

のは、対象者、クライアントはどこかが病んでいる、どこ

かが欠けている不完全なものだから、そこを治療してあげ

るという考え方です。児童養護施設もかつてはそうでし

た。お医者さんもそうだったと思うんですけれども、やっ

ぱりそれでは対症療法的。表面的なものに対応していくだ

けでは、本質的な成長を導きだせないということで、新た

に考えられてきているのが「生活モデル」という考え方で

す。子供を一人の主体的な生活者として考え、子供を枠に

はめるのではなく環境を調整しながら、その子の生きやす

い環境を考えましょうというのが「生活モデル」という考

え方です。さらに派生して出てきたのが「ストレングスモ

デル」です。強み、ということですね。その人の強みをど

う活かすか、ということです。発達障害といわれる子供た

ちも今後ストレングスモデルをどう取り込んでいくかが重

要になってくると考えています。

治 療 は 最 小 限 に

 先程も言ったのですが、人とうまく関われない、枠には

まれない、席にじっと座っていられない子供たちが、本当

に危惧しているんですけれども、昔は体罰ですとか、力で

ねじふせられて型にはめられていたんです。私の世代もそ

うだったのですが、近年まで児童養護施設でも体罰なんて
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いくらでもありました。私が（施設に）入った時は、暴力

的に子供を押さえつけるという事との闘いで、新人時代は

先輩方から非常に嫌がられ、煙たがられていました。

 体罰論争がこの業界も、絶対なくなっているとは言い

切れませんが「体罰は絶対良くないよね。」というように

なって、代わって出てきたのは治療モデルの逆戻りという

か、病院に行って、安易に薬を増やしていって、入院させ

て、という結局枠にはめようとしているところでは、昔の

暴力によるコントロールと一緒じゃないかという気がして

なりません。もちろん医療を根本的に否定する訳ではなく

て、治療モデルそのものが絶対に悪いという訳でもありま

せん。ケガをしている時には治療しなくてはならないので

すから。それから考え方としては、必要最小限の治療モデ

ルという考え方と、一方でストレングスモデル、ストレン

グス、強みを活かすことを最大限にして、治療というのは

必要最小限という考え方にしていく必要があるなと感じて

います。

ア ー テ ィ ス ト と の ワ ー ク シ ョ ッ プ の 目 的

 アーティスト・ワークショップの目的ということで、目

黒若葉寮とアーティストの水内さんという方にお越しいた

だいて「芸術家と子どもたち」のみなさんとワークショッ

プをしてきたのですが、最初にミーティングで色んなこと

を話しましたが、正直なところ明確にみんなでこれという

目的をもって、計画を作って、取り組んで、取り組みを評

価して、そんな堅い感じではやっていません。全てざっく

りと、何となくその場で「今日は何しようか～。」と粘土

をこねながら考えたりして、ゆるい感じで始めました。な

ので、私もそんなに目的そのものを言語化して考えていた

訳ではないのですが、活字にしたらこんなふうになりまし

たというように考えていただければと思います。

 一つは「学校教育の代替・補完」。学校教育がやっぱり

画一的、今色々なそうでない教育現場の方にご尽力いただ

いて、現場の教育改革というものが進んでいるかと思うの

ですけれども、やっぱり集団の中で同じような行動・活動

に染まれないとどうしてもそこから取りこぼされてしまう

ということで、学校教育には依存できないということがあ

ります。そういったところでそれを代替・補完できる活動

を以前から探していました。

 次に「個の発見と成長」。学校に行っていると、お勉強

ができる子、運動ができる子は脚光を浴びますが、そうじゃ

ない子もたくさんいる訳です。そうじゃなくてもキラリと

光る子、一人一人はキラリと光る何かを持っている訳で、

そういった「個」のキラッと光る部分を、子供自身も気づ

いていない場合がありますので一緒に探したり、それを探

したらそれを尊重し、受け入れることが本当に大事かなと

思っています。

 言語に縛られない「表現」とコミュニケーション。言葉

にはできないのだけれども、でも素晴らしい表現、芸術と

いう活動だったり、身体的な表現だったり、場合によって

はピアノなどです。すごくピアノが上手な子がうちの施設

にいますけれども、そういうことで表現できる子もいま

す。そして、結果としてわずかな能力開発、というふうに

書きましたが、私は「わずかな」というところがミソだと

思っていて「結果として」だと思っているんですね。

 私は能力開発のために芸術活動を導入したのではない

し、将来これで食っていけるという何かを子供たちが見つ

けるためにこの活動を始めたつもりはないのです。そんな

ことどうだっていい、と言ったら怒られるかもしれないん

ですけど、その時まず、やっていて何か楽しい、とか没頭

できるとか、もっと言うと、あわよくばそれによって周り

から「おっ」と言われて、誰かの注目が集まる、そのくら

いで良いと思っています。正直私がこんな感じなので、施

設の中でこの活動が十分理解されていない気もします（笑

い）。私はとても良いなと思ってやっているのですが、一

体何のためにこんなことをやっているのかと言われると、

正直説明しづらいです。だから、そういう方には「見てく

ださい」と言っています。見ると何か「おぉ。」となるので。

写真１ 写真２ 写真３：平成 �� 年度ワークショップ
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児 童 養 護 施 設 で の ア ー テ ィ ス ト・ワ ー ク シ ョ ッ プ を 通 し て

�

作 品 紹 介

 時間がないので去年（平成 �� 年度）の写真 (1 ～ �) をざっ

と流します。去年は � 人で展覧会をやりました。この子

は今、美術系の専門学校に進んでいますけれども、この子

もアスペルガーと言われていて、絵を描くのがとても好き

な子です。気合いが入るとすごく素晴らしい絵を描くんで

すけど、気合いが入っていないと、こういうニョロっとし

た何か、でもこっちの方が私は面白いと思います。

 それから（別の）この子は、当時中学校３年生でした。

この子も IQ で言うと言語性と動作性の差が �0 オーバー

という、すごく典型的な動作性優位、典型的な高機能自閉

症の子です。何かはわかりにくいかもしれませんが、こう

して一枚の 紙を切りとって、組み立てて、色を塗って模

型にしているんですね（写真 1）。最初はダウンロードし

た型紙を使って龍とかを作っていたみたいですけれども、

最初やった後は全部オリジナルなんですね。ワークショッ

プの最中にも、小さな子供の横でチョキチョキ切りながら

作っていました。この空間把握能力というのか、立体を組

み立てる能力は、私はもう「おぉ。」と思ったのですが、あ、

すみませんテンション上がって（会場笑い）、本当に天才

だなぁと思っています。これね、他の子供が喜ぶものだか

ら、私は売れちゃうと思ったんですけれども、みんなタダ

であげてしまっていて、施設には残っていないです。これ

なんかもすごいですよね。このセンス！すいません、絶賛、

自画自賛みたいで（会場笑い）。

 この子の弟も典型的な電車オタクです。ジオラマを作っ

て電車を走らせて（写真２）。あとはバスの模型も作って

いますが、この子も絵を描いたりバスの模型を作る時に見

ながら作らないんですね。記憶で作っているのが面白いな

と思います。

 展覧会の当日は屋上にこういったダンボールハウスを組

み立てて（写真３）、内側で展示をしました。その当日は、

水内さんを中心にワークショップで、それぞれ思い思いそ

の場で工作なんかをしていました。切り紙をやっている子

ですが、この場でもどんどん作っていました。鉛筆でさーっ

と描いて、切り抜いて、あっという間に作っちゃうんです。

それで、この中（ダンボールハウス）にこういう形で展示

をしました。

 それから、新潟県に「鉢」という集落があって、小学校

が廃校になった跡の美術館に今年度（平成 �� 年度）の活

動のインスピレーションを得に行きました。藁を叩いて縄

を綯
な

っているんですね、こうやって見るとみなさん一生懸

命やっていたんですね。私は熱を出して車の中、駐車場で

寝てたんです（笑い）。なので活動に参加できなかったん

です。今年度は縄とかを綯
な

ったりして、目黒若葉寮のボイ

ラー室で展示を３月 1� 日にする予定です。去年は屋上の

明るいところで明るい展覧会をやりましたが、今年は対照

的に一階の北側の暗い、じめ～としたボイラー室で暗い展

示会をやることになるかなと思います（笑い）。

 これ（写真４）は朝、これも私は寝ている間に「芸術家

と子どもたち」の写真家の方が、朝早起きして撮ってくだ

さった写真です。山に行って蔓を切ったり、川に行って流

木を拾ったり（写真５）、そういったものをボイラー室の

鉄パイプだらけのところに持ち込んで（笑い）、何ができ

るのかなというのがこれからの活動です。ちなみに切り紙

をしていた先程の子ですけれども、私は切り紙の方が好き

なんですけど、最近これ（ぬいぐるみ）ばっかりやってい

るんです。たぶんこっちの方が女性ウケがいいんだと思う

（会場笑い）。私は紙の方がすごくいいと思うけど、こんな

の作ってキャーキャー言われています、おばさまたちに（会

場笑い）。先程の高校生はその場でちょちょいっと粘土の

作品を作っていました。ということで、ご清聴ありがとう

ございました。

写真４

©Mihoko Sendo ©Mihoko Sendo

参考写真：平成 �� 年度ワークショップ

©Mihoko Sendo

写真 �
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ちょっとだけ、演奏します。

ー

鍵盤ハーモニカの演奏をする。どこか懐かしいメロディー

を奏でながら客席を周り、途中からはお客さんの前に楽器

を差し出して、鍵盤を叩いてもらい、それに呼応して演奏

を続けていく。予想もしないリズムや音も取り込んで演奏

が続いた。

ー

 難しいですね。たくさんの人、知らない人といっぺんに

出会うのって。しかも担当の人から一昨日メールが来て、

「定員 �0 名なのですが、たぶん �� 名くらいになると思い

ます。ワークショップに何か問題があったら仰ってくださ

い。」と。�� 人も受け付けてるのに！（会場笑い）（僕が）「�0

人にしてください。」ってメールを返したらどうするんで

すか？（会場また笑い）そう思って「�� 人も 100 人も同

じですからいいですよ。」って返事したんです。すごいで

すね。でもみなさん何かすごいあんなに演奏してもらえる

と思ってなかったんですけど、自己紹介に吹いてみようか

なと思って、吹きながらお顔を拝見ているうちに、何か近

くに寄りたくなって、行ったら楽器で触ったりしたくなっ

てね。こんなん下手したら女の人にセクハラとか痴漢って

言われるきわどいところやなって（会場笑い）途中で思っ

て、これは自発的に触ってもらわないとなと思って。僕は

触ってないけど楽器が触ってるだけなんで（会場笑い）、

まったく関知していないですけど、これがセクハラだと言

われたらいけないことだなと思うので、自らの意思でやっ

てもらおうと思ったら、一人一人全然違う弾き方をするか

ら面白いなと思って。

 で、だんだん（会場の人に）弾いてもらった真似をし

ていたらみんな全然違うんだなというのが感じられて。

「ビィー、ビィー、ギャー」という人もいれば、何か色々いて、

面白いなと思いながら、一人一人フォーカスすることに。

�0 何人？（「�� 人です。」とスタッフの声）メールに書い

てあった通りですね。�� 人一人一人にフォーカスするの

はなかなかやりにくいので、まぁそれなりに何かやろうか

なというのがあって。�� 人いて楽しい事、やりたい事が

あるんですけど。

ミニ・

ワ ー クショッ プ

講 師 ＝ 野 村  誠

野村 誠 ｜のむら まこと

[ 作曲家・ピアニスト・鍵盤ハーモニカ奏者 ]

ドキュメンタリー・オペラ「復興ダンゴ」、「アコーディ

オン協奏曲」、「北斎漫画四重奏曲」など作曲。NHK 教

育テレビ「あいのて」番組監修。番組終了後も、「あ

いのてさん」として、各地でライブ活動。鍵盤ハーモ

ニカ・クインテット「P －ブロッ」主宰。著書に「音

楽ってどうやるの」（あおぞら音楽社）、「音楽づくり

のヒント」（音楽之友社）ほか多数。京都造形芸術大

学こども芸術学科客員教授。「千住だじゃれ音楽祭」

展開中。作曲プロジェクト「原発やめます」続行中で、

�01� 年 � ～ � 月は、原発問題をテーマにしたコラボ

レーションを、インドネシアとタイで展開する予定。
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ミニ・ワークショップ

鍵 盤 ハ ー モ ニ カ が 好 き な 理 由

 あんまり今日のプログラムと関係ないかもしれないんで

すけど、鍵盤ハーモニカ好きなんですよ。鍵盤ハーモニカ

が良い楽器やから好きなのもあるんですけど、小学生の楽

器だと思われてる、あんまり評価が低いから好きだという

のもあって（会場笑い）。良い楽器だったとしても、この

楽器が何千万円もして、芸術大学に学科もあって、それの

スペシャリストもいたら、あれは良い楽器やけど、僕はも

うやらないと言ってると思いますけど、幸いにして僕がこ

の楽器を始めようとする頃はこれを教える大学のコースも

なくて教室とか専門書も何もなくて、これも先程のゴッホ

は自分で学んでっていう云々のお話もあったんですけど、

要するに弾き方のフォームも決まってないんですよね、そ

んなんでこれやりたいなって。

 今日持っている僕の荷物ですか？これとこれだけ（鍵盤

ハーモニカとペットボトル）・・あ、鞄とか持ってますよ。

楽器としてはこれとこれだけで、ついでだから言っておき

ますと、鍵盤ハーモニカは楽器の中では高く評価されてい

ないタイプの楽器で好きなんですけど、このペットボトル

は楽器としては見られていない楽器で、僕好きなんですけ

ど、これ僕家に �0 本ぐらい持ってるんですよ。色々なペッ

トボトルがあって、良い音するのが色々あるんですけど、

僕が一番愛用してるのが、このヤマハじゃなくて河合でも

なくて、コカコーラの 1.� リットルの。コカコーラも楽器

を作ってるんだって思いまして（会場笑い）、しかも飲み

物付きで売ってるんですよ！（会場笑い）あと、（ここに）

輪ゴムしているのは意味がないんですけどね。どっかでは

めたままです。

鍵 盤 ハ ー モ ニ カ の 本 体 は 要 り ま せ ん

 実はパフォーマンスキッズ・トーキョーでペットボトル

を使っていたんですけど、この時（平成 �0 年度のワーク

ショップ）はね、笛を吹くためにペットボトルを使ったん

ですよ。リコーダーをね。股の間にはさんで（野村さん、

実演）、リコーダーをこう付けて、それをこう・・やるや

り方を考えて子供たちと（ワークショップを）やった時に

使ったんですけど、最初鍵盤ハーモニカを持ってきてくだ

さいって言って、子供たちとやったら、その時は鍵盤ハー

モニカのホースしか使わないっていう（笑い）。そのうち

ホースでリコーダーを吹くってことになって。そのうち鍵

盤ハーモニカを誰も持ってこなくなったんです（笑い）。

一日目に ( ワークショップに ) 参加されなかったお子さん

がいて、次の日に担当の人が電話するときに、お母さんに

「明日なんですけど、持ち物は鍵盤ハーモニカのホース

と、リコーダーを持ってきてください。」って言って、「ホー

スですか？本体はいいんですか？」「はい、本体は要りま

せん。」って話をして。

 これ（ペットボトル）何が好きかっていうと、これ（叩

いてみせる）音いいんですけど、チューニングができるん

です。（演奏すると会場から「おぉ～。」と声がもれる）

それで好きなんです。それで僕のやっていることって、あ、

これもみんながこれは楽器だって言って高く売られてた

ら、もう誰かやってもらったらいいかなって、僕はやらな

いと思うんですけど、誰もコカコーラの 1.�L のペットボ

トルはすごく良い楽器だって（言わないし）、打楽器辞典

にも載ってないんでやろうかなって。
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だ じ ゃ れ 音 楽

 最近「だじゃれ音楽」というのをやっています。だじゃ

れは楽譜だろうっていうことは誰も言わない（笑い）。だ

じゃれとか言葉とかね、だじゃれは楽譜だろうって思っ

てみると、何でも楽譜に見えてくるっていう。で、今日

折り込んである（チラシの）『だじゃれ音楽祭』というの

も色々やってるんですけれども、その中の「だじゃれ音

楽第一番」と書いてある「ケロリン唱」って曲があるん

です。

 これはね、たくさんでやると結構楽しいんですよ。「ケ

ロリン唱」っていうのは、もともと銭湯に黄色い「ケロ

リン」って書いてある桶があって、お風呂でコンサート

をした時に考えた曲なんですけど、「ケロリン」っていう

のを輪唱でやったらいいんじゃないかっていう。ケロリ

ン唱、だけの・・（会場笑い）。

 「ケロリン唱」は人数多い方が迫力がでるんで、�� 人は

もってこいなんですよ。今まで「ケロリン唱」はだいたい

� つのグループに分かれてやっていたんですけど、今日は

� つに分かれにくそうですね。どうしましょうか。まず「ケ

ロリン唱」をやるために、輪唱にせずに全員で練習しま

すから、声を出したくない人は無理して出さなくていい

ですけど、できるだけ声出してください。歌詞は「ケロ」

と「リン」、まず「ケロ、ケロ、ケロ、ケロ」と繰り返し

ます。

 みなさんご一緒に、

せーの「ケロ、ケロ、ケロ、ケロ」（会場、盛り上がってくる）

あ、大丈夫です。

そしたら「ケロケロケロケロ」に対して「リン」って入

るように、「ケロ」「リン」「ケロ」「リン」ってなるよう

に言ってほしいんですけど、僕が「ケロ」の方やります

から、みなさんは「リン」と言っていただいて。

せーの、

「ケロ」「リン」「ケロ」「リン」「ケロ」「リン」「ケロ」「リン」

 完璧ですね（会場笑い）。そしたら、これができると、ゆっ

くりで「ケロリン唱」できますね。

（ケロ、リン、ケロ、リンと口ずさむ）、もう（グループを）

３つにしましょうか。（会場座席が右、中、左の３つのブロッ

クになっているので、そのブロック毎に３つのグループに

分ける。） ここの人（右のグループ）たちが「ケロ、ケロ、

ケロ、ケロ」と４回言ったら、こっちの人（真ん中のグルー

プ）がまた「ケロ、ケロ、ケロ、ケロ」って言って、その

後４回言ったら、またここの人が（左のグループが）「ケロ、

ケロ、ケロ、ケロ」って言って、そしたらこっちの人たち

（右のグループが）が「ケロ」の裏に「リン」、次この人た

ちも同じところで「リン」って言うそれだけのことなんで

すけれども、わかります？（会場笑い）そんなに難しい事

言ってないですよ。

 じゃあ、こちらから。（ケロリン唱スタート）

せーの、右：「ケロ、ケロ、ケロ、ケロ」

もう少し大きい声でいいですよー（会場笑い）、せーの、

右：「ケロ、ケロ、ケロ、ケロ」（つられる）

右、中：「ケロ、ケロ、ケロ、ケロ」「リン」（「リン」のフ

ライング、会場笑い）

（リンは）ケロを合計 1� 回言ってからです。

せーの、（右）「ケロ、ケロ、ケロ、ケロ」

せーの、（右、中）「ケロ、ケロ、ケロ、ケロ」

せーの、（右、中、左）「ケロ、ケロ、ケロ、ケロ」

せーの、（右、中、左のグループの順に「ケロ」を４回言っ

ミニ・ワークショップ
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た後、「リン」に切り替わる）、「リン、リン、リン、リン」

わかります？その後が早いので、（倍の早さで唱えて）「ケ

ロ、ケロ、ケロ、ケロ」というのでやります。同じよう

に増えていったら（倍のテンポで）「リン、リン、リン、

リン」ってなります（会場笑い）。いいですか？倍テンポ。

せーの、（右）「ケロ、ケロ、ケロ、ケロ」

せーの、（右、中）「ケロ、ケロ、ケロ、ケロ」

せーの、（右、中、左）「ケロ、ケロ、ケロ、ケロ」

せーの、「ケロ、リン、ケロ、リン、ケロ、リン、ケロ、リン、」

（会場盛り上がる！）

 たくさんでやると心強いですよね。これね、３人とか

で「前に出てやってください。」って言うと結構ハードル

が高いんです。まぁ、そんな「ケロリン唱」。

せー の、（右 ）　         「ケロ　ケロ　ケロ　ケロ」

せー の、（右 、中）　    「ケロ　ケロ　ケロ　ケロ」

せー の、（右 、中、左）  「ケロ　ケロ　ケロ　ケロ」

せー の、

「 ケロ 　リ ン　 ケロ　リン　ケロ　リン　ケロ　リン、」

「 リン 　リ ン　 リン　リン」

　

[  倍速で ]  

せ ーの 、（右 ）　        「ケロ ケロ ケロ ケロ」

せ ーの 、（右 、中）　　 「ケロ ケロ ケロ ケロ」

せ ーの 、（右 、中、左）  「ケロ ケロ ケロ ケロ」

せ ーの 、

「ケ ロ リ ン ケ ロ リン ケロ リン ケロ リン、」

「リ ン リ ン リ ン リン」

　

[  続いてさらに倍速で ]

せー の、（右 ）　         「ケロ、ケロ、ケロ、ケロ」

せー の、（右 、中）　 　 「ケロ、ケロ、ケロ、ケロ」

せー の、（右 、中、左）   「ケロ、ケロ、ケロ、ケロ」

せー の、

「 ケロ 、リン 、ケロ、リン、ケロ、リン、ケロ、リン、」

「 リン 、リン 、リン、リン」

（ 大成功で会場拍手 ）

ミニ・ワークショップ

 ゆっくり練習したいところなんですけど、時間ないんで、

そのあと（とても早いテンポで）「ケロ、ケロ、ケロ、ケロ」

「ケロ、リン、ケロ、リン、ケロ、リン、ケロ、リン、」「リン、

リン、リン、リン」順番に 1� 回、これもさっきと同じ尺

だけやったら終わり。あんまり説明できないからわかって

もらってることにして（笑い）。全部通してやってみましょう。

や っ て み よ う ！

ケ ロリン唱



ミニ・ワークショップ
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あ と ３ 分 、何 を し ま し ょ う か

 だじゃれで歌作ったり、言葉で演奏してもいいんですけ

ど、（持ち時間）あと何分くらいかな？（スタッフ、「あと

３分。」と伝える）あと３分くらい。ま、楽器持ってくるっ

て回るだけもあれなんで。ちょっとだじゃれのことはこの

くらいにしといて、あと３分でちょっとなんですけど、結

構（ワークショップが）�0 分て短いんですけど、僕って「今

日どうしたいですか？どうしましょう？」ってよく聞くタ

イプなんですね。それで �0 分だからガーっとやんなきゃ

いけないなってのはありますけど、こんだけたくさん人が

いると「こうしたいです！」と、小学生みたいになかなか

いかないかもしれないんですけど（笑い）、誰かに聞いて

みようかな。

（会場にいる一人を指して）今、数分しかないんですけど、

漠然と何かを言っていただいたら、「これがしたい。」って

いう。今ケロリン唱しかしてないけど、何か、ないですかね。

 では、それ以外の方は手を叩きたいということで。みん

なが手を叩きたいわけではないかもしれないんですけど。

ではペットボトル以外の方で叩いてもらっていいですか。

これも良い音ですね。これも目をつぶって聞いてみてもい

いですか。

 ちなみに、音量バランスの問題があるかもしれないんで

すけど、ペットボトルと手を叩く人、両方同時に、ペット

ボトルの人も演奏して、手を叩く人も一緒にやったらどう

なるのかやってみます。（会場、叩く音）要素はこれだけ

として、一回だけこれを曲にして演奏してみたいと思いま

す。

 「どうしましょう？」と僕がよく言うのは、どうやって

も曲になると思っているから「どうしましょうか。」って

言うんですけど。あと鍵盤ハーモニカもせっかく持ってき

たので、組み入れるとして、演奏の始まり方と終わり方だ

けでも決めたいんですよ。みんなで話し合ってたりすると

時間がないので、何から始まりたいかだけ決めていきた

い。手拍子から始まるのか、一人から始まるのかとか。

（会場の一人に尋ねる）：「手から始まる。」

（会場の別の一人にたずねる）：「ペットボトルで終わる。」

手で始まり、ペットボトルで終わる。最後ペットボトル。

終わりは色んな終わり方があるんですけど、みんな一斉に

ドカンと終わるか、一人で終わるとか。何か。

（会場の一人）：「ドカン。」

 じゃあペットボトルでドカンと終わる。でも人数は手拍

子より少ないです。じゃあ手拍子があって、ペットボトル

があって、一緒にやるところもありますよね。ということ

は、手拍子はドカンとみんなで始まるのか、少しずつ始ま

るのかとか、どうしますか。

（会場の一人）「ペットボトルの音楽を聞きたい。」

「ペットボトルの音楽を聞きたい。」僕が、じゃなくて（会

場で）ペットボトルを持っておられる方、みなさん何人い

ます？持ってる人は手を挙げていただいていいですか。

（会場、ペットボトルを上げる）結構ありますね！

（中身が）入っててもいいですよ。ペットボトルのない人

はどうしましょう？ない人はどうしたいですか？

（会場のお客さん「手を叩きます。」の声）

あ、手を叩きます？じゃあ、ペットボトルのない人は手を

叩いて、ペットボトルのある人はペットボトルを演奏す

る。ただそれはいい感じになるのかどうかわからないです

ね（笑い）。

 ペットボトルの方だけで音出してみてもいいですか？

（会場からポコポコ叩く音）

じゃあペットボトルの方、自由に音出してみてください（ポ

コポコ叩く音が出る）無理のない範囲でね、良くない泡が

出ないようにとか。良い音ですね、結構思ったよりも。

ちょっと目をつぶって聞いてみても良いですか、ペットボ

トルの音。ありがとうございます。

 

ミニ・ワークショップ



ミニ・ワークショップ

�1

（先程伝えられた残り時間の）３分で全然できてないけど、

それをやったらミニワークショップは終わったということ

で休憩にいたしましょう。

 みなさん段取りはいいですか？手拍子から始まって、そ

の後ペットボトルの人が、（僕が）「せーの」って言ったら

入ってください。その後、みなさん自由にやっていて、僕

も楽器とかやるんですけど、僕が「ぽん、ぽん、ぽんぽん

ぽん」って言ったら、手拍子の人はやめてペットボトルの

人だけで「ぽんぺんぽん、ぽんぺんぽん、ぽん、ぺん、ぽ

ん！」とやって終わる。そういう『ぽんぺんぽん』という

曲を今からやってミニワークショップは終わり、というこ

とで。

ー

パラパラとした手拍子から少しずつ始め、音が大きくなっ

たところで野村さんの合図。手拍子が弱くなったら続いて

ペットボトルが入る。そして手拍子、ペットボトルの音に、

鍵盤ハーモニカ演奏が重なっていく。

＿

ぽんぺんぽん、ぽんぺんぽん、ぽん、ぺん、ぽん！

（ペットボトルの音も同じリズムで終わる）（拍手）

これで終わりということで、お疲れ様でした。ありがとう

ございました。

（会場の一人）：「一人ずつ。」

（会場からオ～、という声）

 じゃあ手拍子はこっちの方からぱらぱら増えていって、

で全部になるまで手拍子。その後、ペットボトルの音に切

り替わるのは、どう、手拍子が全体になった後に、いきな

り全部ペットボトルになって手拍子はなくなるか、ペット

ボトルも手拍子に重なってくるのかどっちか？

（会場の一人）：「重なる。」

 じゃあ、手拍子が増えていって、ペットボトルが重なっ

て、重なっても聞こえにくいかもしれないから、ペットボ

トルが重なる前に手拍子を弱くしますから、弱くした後に

重なる。それで、最後ペットボトルだけでドカンとやりた

いので、重なった後はペットボトルだけの場面を作って終

わるんですけど。ペットボトルだけで最後「決めのリズム」

みたいなのを決めて入れて終わりたいので、「決めのリズ

ム」って言うとおかしいかもしれないんで、何か言葉ひと

こと、言っていただけます？

（会場の一人）：「ぽん」

もっと長くしてもらっていいですか？

（会場の一人）：「ぽんぺんぽん」

いいですね。じゃあ、ぽんぺんぽん、ぽんぺんぽん、ぽん、

ぺん、ぽん！と叩いて終わることにしましょうか。

僕がぽん、ぽん、ぽんぽんぽんって言ったらぽんぺんぽん、

ぽんぺんぽん、ぽん、ぺん、ぽん！って終わりってことで。

ミニ・ワークショップ
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芸 術 に ふ れ る こ と で 何 が 生 ま れ る か

 最初に、パネルディスカッションのイントロということ

で、お話させていだだきます。今日は特に発達障害のお話

ですとか、児童養護施設のお話だったのですけれども、私

はとくにそういうことに限定しないで芸術家と子供たちと

の出会いが一体どういうものを生み出すのかということ

と、こうした活動が徐々に広がってきていますが、これを

もっと広げるためにはどうしたらいいのかということにつ

いて、お話させていただくことにします。

 今日の参加者のみなさんは、こういうことに関心がおあ

りなので、多分学校に芸術家が出向いて色んなことをする

という現場に居合わせたことがある方が多くいらっしゃる

と思います。そういう場所で、子供たちの表情がすごく変

わったりとか、例えば演奏家が（学校に）行って、バイオ

吉本 光宏 ｜よしもと みつひろ

[ ニッセイ基礎研究所 主席研究員・芸術文化プロ

ジェクト室長 ]

早稲田大学大学院修了（都市計画）後、社会工

学研究所などを経て 1��� 年から現職。文化政

策や文化施設運営、アート教育などの調査研究

の他、いわきアリオス等の文化施設開発にも取

り組む。文科省コミュニケーション教育推進委

員会委員、文化庁文化審議会文化政策部会委員、

東京芸術文化評議会専門委員等を歴任。主著に

「文化からの復興（共著）」他。

リンを弾くだけで子供たちに何か伝わっているとか、そう

いうことを現場で色々感じ取られていると思います。でも、

じゃあそれで一体何が生まれているのか、というのはなか

なか検証されていないんですね。それで私の研究所で財団

法人地域創造というところから依頼を受けて、教育と福祉

という２つの領域に焦点をあて、芸術にふれることでどう

いうことが生まれるのかというリサーチをした結果を報告

したいと思います。

 地域創造の事業では、アーティストが学校に行って、基

本一回、音楽やダンスの授業をやるわけですね。それで先

生方が子供たちの変化を見て、そのことがどういう能力の

育成に効果があると思われるかをこの図（資料 1）は表し

ています。一番高いのは感受性なんですけれども、その他

に創造力、表現力、あるいはコミュニケーション能力の育

成に効果があるということを先生方は仰っています。

調 査 報 告

芸 術 家 と 子 供 た ち の

出 会 い か ら 生 ま れ る も の
～ そ の ポ テ ン シ ャ ル と さ ら な る 拡 充 に 向 け て ～

報 告 者 ＝ 吉 本  光 宏  
[  ニッセイ基礎研究所 主席研究員・芸術文化プロジェクト室長 ]

 （資料１）

芸術家と子供たちの出会いから生まれるもの
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イ ギ リ ス " Creative Partnerships " の

取 り 組 み 効 果

 こうしたことを、もっと大々的に行った例がイギリス

にあります（資料２）。�000 年初頭からイギリスのアー

ツカウンシルというところが、Creative Partnerships とい

う、これはアーティストだけではなくて、いわゆるクリエ

イターとよばれる方、例えば IT の仕事をしている人たち、

そういう人を学校に派遣して授業をやるというのを、全国

でかなり大規模に行ったものです。

 その成果を検証するための大がかりなリサーチが行われ

ました。校長先生への設問では、（子供たちの）自信の向

上、コミュニケーション能力の向上、学習意欲の向上とい

うのに、９割くらいの先生が「効果があった」と回答して

いるんですね。さらに１万３千人の子供たちを対象に追跡

調査をして、その結果、この授業を受けた子供たちの方が、

英語や数学、理科の成績が高くなったという結果も出てい

ます。

芸 術 の 授 業 が も た ら す 効 果

 同じような調査がアメリカでも行われていて、つまり芸

術の授業を受けた子供たちの方が全体的な学力が高まると

いう実証データがあると聞いています。地域創造の調査で

は、アウトリーチ的な事業に熱心に取り組んでいる事例を、

国内だけではなく、海外も含めてかなりの数調べました。

すると、多くの方が、芸術的な活動が子供たちに役立つ「役

立つ」という表現は良くないですね、子供たちの様々な能

力を引き出すのにすごく効果があると仰っていて、それを

４つ位に分けて整理したものがこれです（資料３）。

 １つ目が自信の回復、自己肯定感。さっき早川さんのお

話にも自尊、自分の気持ちをある程度出せるというように

仰っていましたけれども、そうしたものを高めるのに効果

がある。色々聞いた話の中では、例えば、学校の授業のテ

ストの成績も良くない、運動もできない、何となく仲間外

れになっている子供が、ダンサーが来て、ダンスのワーク

ショップをしたらすごくかっこよく踊れた。すると、自分

は「このままでいいんだ。」と思えて周りの子供たちもそ

の子を見る目が変わって、クラス全体の雰囲気が変わった

というようなことがある、と聞きました。自分は自分のま

までいいと思えるようになる。

芸術家と子供たちの出会いから生まれるもの

 （資料 �）

 （資料 �）
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 それから２つ目は、これもよく言われるんですけれども、

創造力、想像力、それと批評的思考、英語ではクリティカル・

シンキングというふうに言われるのですけれども、自分で

考えて、自分で判断して、自分で行動を決める能力の向上

ということがあります。一概に言えないかもしれませんが、

日本人はこの批評的思考力が弱いというか、言われたらそ

うだなと思ってしまう傾向があると思うんですけども、目

の前にあることをこれは本当なのか「疑う」という表現は

良くないかもしれないですが、自分で考えて、自分で判断

して、自分で行動する、そういう能力を身につけるために

も芸術の授業は有効だというふうに言われています。

 それから３つ目が社会性とか共同作業、グループワーク

を通じて得られる責任感。そういったことを養うのにも芸

術の授業がプラスであるというように言われています。特

にこの頃の子供たちは、今はコンピューターゲームをやる

子供は一時よりは減ったと聞きますけれども、一人で遊ぶ

子というのが非常に多くて、僕なんかが子供の頃にみんな

でわいわい一緒にやった、というのがすごく減っている。

ワークショップなどはグループでやることが多いので、そ

ういうことを通して、こういった感覚が養われるんじゃな

いでしょうか。

 ４つ目が冒頭でも申し上げた、基礎学力が高まるという

ような効果があるということですね。ただしこの結果だけ

に焦点をあてちゃうと、実はこういう活動というのは歪ん

だとらえ方になってしまうと思うんですね。さっきも早川

さんが「結果的にそうなるんだ。」と仰っていましたが、

結局こういう授業をやると子供たちの学習意欲が高まるか

ら、その結果、一生懸命勉強して学力が上がるということ

なんですね。算数の成績を高めるために芸術の授業をや

るっていうふうに考えてしまうと、本来の目的から離れて

いってしまう危険性がありますけど、そういう効果が「結

果としてある」ということです。

「 芸 術 教 育 」と「 教 育 の 中 で の 芸 術 」

 芸術の授業というと、図工、美術、音楽というのがある

わけですが、諸外国ではアーツ・エデュケーション（Arts 

Education）に対して、アーツ・イン・エデュケーション (Arts 

in Education) という考え方があります。芸術を教えるの

が芸術教育（アーツ・エデュケーション）、それに対して、

教育全体における芸術のポテンシャルを最大限に活用して

子供たちの様々な可能性を引き出すのがアーツ・イン・エ

デュケーションと言われています。「芸術家と子どもたち」

さんのやられていることは、まさしくアーツ・イン・エデュ

ケーションの考えに基づいたものだと思いますし、さっき

から紹介しているのも同様です。ちょっと古いですけれど

も、堤さんはそのことをこういうふうに仰っていて「子供

たちはものの見方、考え方、表現の仕方が一つでないこと

を学びます。大切なのは、子供たちがワークショップとい

う、主体的で試行錯誤をともなう体験を通じて、実感をもっ

て、言い換えれば身体感覚を研ぎ澄ませて、それらを頭で

はなく身体で理解することです。」と。まさしくこれが芸

術的な活動を学校で行う、あるいは芸術と子供たちが出会

う大きな喜びであり、成果だと思います。

芸術家と子供たちの出会いから生まれるもの
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今 、社 会 が 求 め て い る 能 力

 最後にこのグラフをご覧ください（資料４）。何を表し

ているか、おわかりになりますか？今日のこの後の話題に

も関係するんですけれども、コミュニケーション能力がす

ごく高まっていて、主体性も高まっていて、責任感は減っ

ていますね。実はこれは、経団連が毎年行っているアンケー

ト調査で、日本企業が新入社員の採用にあたって特に重視

する要素の上位の推移を示したものです。つまり、今日本

の企業は新入社員のコミュニケーション能力というのをす

ごく重視するし、主体性も重視するんですね。責任感はこ

んなに重視しなくていいのかなとも思いますけど（笑い）、

日本企業が求めている能力というのは、さっきご紹介した

ような、芸術の授業によって身につけられる能力なのです

から、これを学校でやらずにどうするんだということが、

このグラフから読み取れます。

海 外 で の 芸 術 文 化 政 策 の 取 り 組 み

 子供たちと芸術の関わりに関心のある方は、既に子供た

ちがそのことから多くのものを得ているのに気づいておら

れると思うんですけど、それを広めるということは実は結

構大変なんですね。「芸術家と子どもたち」が最初に学校

でワークショップ型の授業をやったのは �000 年だと先程

伺いましたが、当初は公的な支援は全然なく、民間企業や

財団から（助成金を）集めてなんとかやっていた。それ

が徐々に拡大していて、今は東京都も共催しています。

こうした活動を推進する政策について、先程紹介したイ

ギリスの例を一つ紹介します。1��� 年に労働党政権が誕

生し、しばらくして �001 年にブレア政権は " Culture and 

Creativity: The Next Ten years " という、文化政策を発表し

ました。その中に、個人の創造的な才能というものが、こ

れからの国の経済発展をもたらすという理念のもとに、全

ての子供たちの創造的な能力を育成しようという政策を打

ち出しました。

芸術家と子供たちの出会いから生まれるもの

 （資料 �）
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ものの中では、Link UP! というものが一番古いんですけど

も、なんと全米の４万人の子供たちにカーネギーホールは

この音楽教育プログラムを提供しています。

  カーネギーホールのこの研究所には、コンサート部門

とは別に、1� 人のスタッフがいて、なんと年間予算は

６億円、�00 ページに及ぶ音楽教育の教材を作っていて、

それを全部公開しているんですね。このワイル音楽教育研

究所のディレクターは音楽教育の理念や効果をこのよう

に語っています。「�1 世紀において身につけるべき能力は

創造力、想像力、協調性、チームワークであり、こうし

た能力を伸ばすためにはアートや音楽が非常に適してい

る。一部の子供たちにとっては、アートだけが彼らの興

味を惹きつけ、インスピレーションや達成感を与えること

ができる場合がある。アート教育において達成感と自信を

得ることができた子供たちは、また他の教科にも積極的に

取り組むようになり、全体的な学力を伸ばすことにもつな

がる。」(Sarah Johnson, Director, The Weill Music Institute, 

Carnegie Hall )。つまり、こうした考え方に基づいて、カー

ネギーホールは大規模な音楽教育をやっています。

韓 国 の 芸 術 文 化 政 策

 実は韓国もこの分野をすごく熱心にやっています。

�00� 年にそのための専門機関として芸術文化教育振興院

(Korea Arts and Culture Education Service, KACES) を設立

し、なおかつ芸術教育支援法という法律まで作って取り組

んでいます。その芸術文化教育振興院の �00� 年の実績レ

ポートで私もようやく概要がわかりました。いわゆるアー

ティストを派遣する事業も行われていまして、年間（派遣

アーティストが）��00 人くらい、10� 万時間の授業を実

施しています。ただその具体的な内容や質はよくわからな

いです。韓国は方針を決めたらダーッとやっちゃうので、

全部が全部すばらしいかどうかわかりませんが、いずれに

しても国が本腰を入れて推進しているということですね。

それからモデル校（芸術文化教育モデル校）というのを全

国で 10 校指定していて、各校に約 �00 万円を４年間支給

しています。

 この他にもリーディングスクールというのが �00 校あ

り、新規分野、写真とかデザインとか、こういったものも

開拓しようとしています。その他にも学校での鑑賞事業、

これは文化庁でも行っていますが、そういうものを行った

 この政策文書の一枚目をご覧になっていただくと、最後

に「芸術は政府のシナリオ、核心部分に位置しています。

トニー・ブレア」とサインしてあるんですね。民主党政権

が誕生した時にこの英国の政策を文科省の中でも色々説明

して「是非これをやりましょう。」って言っているうちに、

鳩山さんがいなくなり、あっという間に政権が変わってし

まいました。でも安倍さんは今、経済政策に焦点を置いて

いますが、教育と文化にかなり関心があるというように

伺っていますので、どこかチャンスがあれば「こういうこ

とをやりましょう」って訴えたいと思っています。つまり、

こうした大きな理念の政策文書があって、さっきご紹介し

た Creative Partnerships というのが実施され、�00� 年か

ら �00� 年までに ��0 億円という予算が投入されて、子供

たちがクリエイティブな授業を受け、様々な効果がもたら

されたんですね。

ア メ リ カ で の 芸 術 の 授 業

  次にアメリカでの例を紹介します。ニューヨーク市に

はアート教育のためのブループリントというものがありま

す。�00� 年に作られたもので、アメリカも芸術の授業は

元々音楽と美術しかなかったそうなんですけれども、（音

楽、美術に加えて）映像、演劇、ダンスの５分野のブルー

プリントというある種の指導要領が作成されました。その

中では、学習達成目標が定められていて、細かなことが

ずっと書かれているんですね。これを取材したのは �00�、

�010 年くらいなんですけれども、この時に半分位の学校

にダンスの専門の先生がいるということでした。アーティ

スト、あるいは芸術の専門家が学校に入っていって、ある

種の大きな目標にのっとった芸術の授業を行うということ

がニューヨークで行われています。

 とりわけニューヨークでは、みなさんご存知のように、

世界のトップレベルの芸術機関、文化施設、芸術団体があ

りますから、そういう所と組んでやっているのが大きな特

徴になっています。例えばカーネギーホールは実は音楽教

育の専門機関でもあるんですね。�00� 年にワイル音楽教

育研究所 (Weill Music Institute) というのを設立しました。

ワイルという人はもとシティグループの会長だった方で、

私財を投入してこの研究所を作ったのですが、幼稚園児か

ら高校３年生までを５段階に分けて、発育過程に応じた音

楽教育を実施しています。カーネギーホールでやっている

芸術家と子供たちの出会いから生まれるもの
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り、福祉の分野にも取り組んでいます。年間予算はだいた

い �0 億円くらいで、韓国はそれだけの国家予算を使って、

この分野の事業を推進しています。�01� 年には世界教育

国際会議というのも開催しました。

日 本 の 芸 術 教 育 へ の 取 り 組 み

  日本はどうかというと、もちろん日本でもやっていま

す。文化庁が「次代を担う子どもの文化芸術体験事業」

というのをやっているんですけども、実はこれはワーク

ショップ系のものよりも、いわゆる巡回公演、鑑賞教室と

いうのが圧倒的に多くなっています。そもそも目的が違う

んですけれども、その枠組みの中で、実は３年前からコミュ

ニケーション教育推進事業というのが始まりました。これ

は堤さんも委員会のメンバーで、実践もされています。「次

代を担う子どもの文化芸術体験事業」全体で約 �0 億の予

算がありますから、韓国とほぼ同じなんですけれども、コ

ミュニケーション教育に使われているのは、わずか２億し

かありません。もっと増えたらいいなと思いますが、現在

はそういう状況にあるいということなんですね。

 日本は他にも地域創造という総務省系の財団が地域の公

共ホールと共同で音楽、ダンス、演劇の３分野で同じよう

なことをやっていますし、東京都では「パフォーマンスキッ

ズ・トーキョー」という事業をやっています。横浜市は「横

浜アート教育プラットフォーム」というのをやっています

けれども、先ほど紹介した海外のもと比べて圧倒的に規模

が小さいと思います。日本では民間企業でも、トヨタ自動

車が「子どもとアーティストの出会い」というものを続け

ておられていて、今日テーマになっている様な事業を国内

に広げる、ある種の基盤ともなっています。

イ ギ リ ス 文 化 政 策 の 変 化

 冒頭で紹介したイギリスの Creatieve Partnerships とい

うのは、実は前の労働党政権でできたもので、イギリスは

３年前の政権交代であらゆる予算がカットされて、文化予

算も３割４割削減された結果、残念ながら国の予算はつか

なくなってしまいました。だけどたまたま 10 日ほど前に

イギリスにオーケストラの教育プログラムのリサーチに

行っていたんですけど、その時に新しい取り組みが始まっ

ているのを知りました。" Music Education Hub " というも

ので、現政権の教育大臣が音楽教育をちゃんとやろうと言

い始めて始まったそうなんです。その特徴は教育省の予算

を、アーツカウンシルを経由して音楽教育に生かそうとい

うことです。

 この Music Education Hub というのは全国（全英）に

1�0 カ所くらいあるそうなんですけども、そこが中心に

なって音楽の専門機関、オーケストラだったりコンサート

ホールだったり、色んなところと学校、アーツカウンシル

が共同して、学校で新しいタイプの音楽授業を始めようと

しています。�01� 年に始まって �01� 年までの３カ年計

画ですけども、なんとこれに ��0 億使うということが決

まっています。今日（この会場に）来られている方は現場

に近い方が多いと思うんですけれども、日本も是非国の政

策として、コミュニケーション教育のような取り組みをよ

り強化してほしい。そして、今日、野村さんにやっていた

だいたようなワークショップが全国の学校で行えるように

なってほしいなと思います。

芸術家と子供たちの出会いから生まれるもの
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パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン

パ ネ リ ス ト ＝

林 知代 [ 臨床教育学博士／芦屋大学大学院教育学研究科准教授 ]　
早川 悟司 [ 社会福祉法人 愛隣会 目黒若葉寮（児童養護施設） 主任・自立支援コーディネーター ]

野村 誠 [ 作曲家／ピアニスト／鍵盤ハーモニカ奏者 ]

吉本 光宏 [ ニッセイ基礎研究所 主席研究員・芸術文化プロジェクト室長 ]

コーディネーター＝堤 康彦 [ NPO 法人芸術家と子どもたち代表 ]

発 達 の 凸 凹 の あ る 子 供 と ア ー テ ィ ス ト
～ そ の 創 造 性 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ～

その凸凹ということを、障害ととるのかどうかなんです。

アメリカでは優れた才能を持っている、生まれつき持って

しまっているので、わざわざ努力して持てない能力、それ

をより育てることで、国のリーダーが育っていく、という

ような認識のもとで、今、国（アメリカ）も �E 教育（Twice 

Exceptional Education）と言って、両極を持つ子の教育に

注目がいっているんですね。具体的に言いますと、ブリジー

ズアカデミーという、ロサンゼルスにある凸凹のある子供

たちだけを対象にした私立の学校なんですけれども、そこ

でいかに才能を伸ばしていくかに焦点を当てて、子供を見

ていく、そういうことが行われています。日本でもそうい

う流れになると良いなと思っているのですが。

堤：野村さんの子供時代のお話が控室でありましたけれ

ども、日本の学校教育では、学力を平均的に伸ばしていこ

うという感じで、得意な分野をぐっと引き上げるとか、そ

ういう能力を引き伸ばそうというのは、なかなか日本の教

育では難しいところなのかな、と感じます。

野村：控室で言ってたのは、僕、小学校高学年の頃、毎時

間のように廊下に出されてたんですよね。授業参加して

て。何の凸凹もなく僕にとって普通にしてるつもりで授業

に参加していると「あぁ、また野村はうるさい。授業を妨

害する、廊下に出なさい。」と毎時間廊下に出されてたん

ですけど、なぜ自分が廊下に出されるかわからなくて、そ

のうち大分経つと他の子が廊下に出されて、その友だちと

遊ぶっていうのが僕の（会場笑い）小学校時代。そのうち

先生がやって来て、「お前たちはまだ反省をしていないの

凸 凹 の あ る 子 供 を 活 か す 教 育

堤：「発達の凸凹のある子供」という表現なんですけれど

も、発達障害の研究で著書の多い、杉山登志郎さんという

方の本を私は読んでおりまして、そこの表現を使わせてい

ただきました。

 つまり発達障害という障害の診断が下されるかは別とし

て、発達に凸凹のある子供たちというのが、連続体、スペク

トラムのような形でいて、それに加えて社会的適応障害と

いう形で、発達障害とみなされ、様々な課題を抱える子が

いる、というようなことがあります。発達の凸凹のある子

供、大人を含めて、そのような特徴というのを、創造性とコ

ミュニケーションということを切り口に、積極的にとらえ

たい。あの子は社会的になかなかみんなとうまくやってい

けないね、とか否定的な形ではない見方というのがあるの

ではないか、というのが大きなテーマになっております。

 では最初に、林さんに伺います。「発達の凸凹のある子供」

の中にはこだわりが強い子供も多いと思いますが、ゴッホ

の事例もありますが、こだわりと創造性の関連についてお

話していただけますでしょうか。

林：まず、何が凸凹かということですけれども、発達障害

系の子と接していますと、大人もそうですが、色んな意味

の凸凹、例えば学業だったら、数学はすごく得意なのに国

語が全く駄目とか、スポーツは全く駄目なんだけれども、

本を読んだりするのがすごく得意とか、一人一人によっ

て、凸凹のあり方も非常に違うような気がするんですね。

パネルディスカッション
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か。」と言われるっていうのが小学校時代だったんですけ

れども。

 なぜ廊下に出されるのか？悪い事はしてないはずなの

に、廊下にね。しかもね、授業に参加しているのに廊下に

出されている。何だろう、たぶん、先生がやりにくい事を

何かしたのかなと今は思うんですけどね。

 あ、思い出した。一つだけ言うんですけど、大阪でこの

前、『熱帯音楽祭』というワークショップをしまして、「こ

いつひょっとしたら、昔の僕ちゃうかな？」という Y 君

ていうのがいたんですね。Y 君がいてワークショップやっ

てて、音楽やりますというので、「何か思いついた人いま

すか。」って聞くと、Y 君、意見言うんですよ。「あ、こん

なん思いついた！」て。（僕が）「Y 君のもう聞いたから、

この子のも聞こか。」って言っても、「あのね、こういう

のがあってね。」って（かぶせて）Y 君全部意見言うから、

他の子は何も言えんくって。そのうち（僕が）「Y、ちょっ

と黙っといて、この子の話聞いてるんやから。」って言っ

ても、どんどん面白い事を言ってしまうんです。で、あ、

これ、黙っといて、授業できひんから廊下出といてって言

われるかもと思って（会場笑い）。

 じゃあその時思ったのが、僕は Y 君を廊下に出すのか

と言われると、自分を廊下に出すことになるので（笑い）、

ちょっと考えようと思って。「Y 君、お前リーダーやれ。」

と。「Y 君、ワークショップが始まる前に、一緒にワーク

ショップを考えようや。」って言って。Y 君リーダーになっ

て、勝手にルールとか黒板に書き始めて。「当てられるまで、

しゃべらない。」って、お前がそれを書くんか！（会場爆笑）

 「楽器はやって良いといわれた時だけやりましょう。」と

か。でもすごく色々とアイデアを出して、こうやったら上

手くいくよとか、最初、椅子は並べようかとか地べたに座

ろうかとかも、「最初に野村さんの話を聞かせたいんだっ

たら、椅子を並べといたほうが良いと思うし、どうした

い？」とか、すごく良いリーダーをやってくれたんですよ。

堤：やはりそういうのって周りの環境次第で、Y 君だって、

まとめようというのが出てきたりとか…。

野村：そう、リーダーになってすごく面倒見が良いんで

す。リーダーになった途端に。

堤：要はある種の能力を、どういう役割をもって共同作業

の中で上手く展開していくか、ということですね。これは

学校の教育でも勿論そうですが、児童養護施設でも色々共

同で生活する中で、似通っていることがあるかと思うんで

すけれども…。児童養護施設と、学校の先生とかのやりと

りも色々ありますよね。

パネルディスカッション



�0

児 童 養 護 施 設 の 子 供 が 学 校 で …

早川：そうですね。学校とはですね、正直ちょっと、あま

り表立ったところでは言わないようにしているんですけれ

ども（会場笑い）、上手くいかないことが多くてですね。

学校の先生の悪口とか、学校の悪口を言うつもりは全くな

いんです。でもやっぱり先生が本当に大変だなというか、

勿論個々にスポットを当てて、その子の良いところを活か

したいと思ってらっしゃる先生もたくさんおられると思う

んですけれども、なかなかカリキュラムというか、それを

許されない環境の中で学校教育そのものがあるという気が

しています。これはもう現場のレベルで、本当にちょっと、

すみません学校と児童養護施設が揉めることがすごく最近

多いんです…。

野村：どんなことで揉めるんですか？

早川：こういう、いや、落ち着かない子供が多くて（野村

さんとあいまって、会場爆笑）、じっとしていられない子

供が多いんですね。要するに○○君がいると授業が成り立

たないっていう…。

野村：あー、はい（会場爆笑）。

早川：野村さんの時代は「廊下に出てなさい。」とか、僕

の時は特別席って言って、一番後ろの席だったのが、気づ

いたら先生の隣にいる、みんなの方を向いて座っている（笑

い）。しまいには机と椅子ごと廊下に出されて、後から出

された子がいると、嬉しくなって「お前もか。」ってなっ

たんですけど、今はそれできないでしょ、学校の先生。そ

れをやったら PTA やら何やらからぎゃんぎゃん言われる

から、そういう管理的な指導、排除するようなことってな

かなかできないですよね。

 そうするとどうなるかというと、特別指導とか言って、

逆にもっと窮屈なんですけれども「付き添いを付けなけれ

ば学校に来ないでください。」とかね、「学校に来るなとは

言っていません。付き添いを付けてくださいって言ってい

るだけです。」とかね。「それじゃあ付き添いが付けられな

い時は学校に行っちゃいけないんですか？」「いいえ付き

添いを付けてください。」とか、訳のわからない問答にな

るんですね。

個 と 集 団

早川：結局こちらからすると、子供が学校から排除されて

いるというような感じになっていて、ついつい揉めちゃう

んです。でもこれはやっぱり現場同士で揉めてることじゃ

なくて、もうちょっとシステム的な改善をしていかないと

いけない問題だなと思っていて。話が逸れちゃっているか

もしれませんが、学校教育というものが個にスポット当て

て、いや、昔から当ててないんですけれど、でももうそれ

じゃいけない時代になってきているんだなぁと、昔なら力

で体罰とか使いながら、お尻とかペチっとやりながらおと

なしくなっていたかもしれないけど、それは許されない。

でも個も自由にできない、というところで、学校教育その

ものが今すごく過渡期になっている。

野村：学校も色んな生徒がいるから、学校自体も凸凹だと

思うんですよ（笑い）。学校が凸凹だって認めてないから、

何かみんな均等で、一斉に同じようなことをやればでき

るっていう。個人だけじゃなくて学校も凸凹だって前提で、

教育のシステムとかも考えないといけない。

堤：今、日本の学校では特別支援教育という考え方、これ

は �00� 年（平成 1� 年）に特殊教育から特別支援教育に

転換しているんですけれども、特別支援教育の理念という

のは、障害のある子供だけのことを言っているのではなく

て、そういう個々の言ってみれば個性をそれぞれ活かして

いく、通常の学級でもそういう特別支援的なことを考えて

各担任の先生もやるっていうことになっている。でも、学

校の先生の肩を持つのではないですけれど、�0 ～ �0 人の

クラスで、担任一人で、学級運営をしていくには少し無理

があるかなというのはありますね。

野村：無理ありますよ。�� 人の人がいて（笑い）、時間

いっぱいワークショップしようとすると、やっぱりみんな

で同じように「ケロ」って言うとか（会場笑い）、そんな

のはできるけども、さっきやってた鍵盤ハーモニカを渡し

に行くのやるとかそんなん全員だけで �0 分以上かかって

しまう。なかなか一人ずつにフォーカスを当てるのは、そ

の人の事でやるのは難しいですよね。無理はあると思いま

すよ。

パネルディスカッション
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ど う 活 か し 、ど う サ ポ ー ト す る か

堤：担任の先生向けの調査で、通常学級に在籍する児童の

中で、知的な発達の遅れはないけれども、学習面とか行動

面で著しい困難を示す児童がどのくらいいるか、色々質問

項目があって、ポイント化していって、これ以上が著し

く困難だろう、というような形でとった統計データでは、

�.�％（※）という数字が出ているんですね。

 ということは通常学級で �0 人編成だとすれば、一クラ

スに �、� 人はそういう著しく困難を示す児童がいる。で

もポイント化している �.�％に入る手前も、なだらかな連

続体、スペクトラムになっていますから、予備軍もたくさ

んいるというような形だと思います。そういう子供たちを

どう活かしていくか、というのはどうでしょうか。

林：支援員を希望する人はたくさんいると思うんですけ

ど、それを学校の方で活かしきれていない。例えば支援員

の人は「個人的な秘密を教えられない。」とか言って、自

分が担当している子供の養育過程とかを教えてもらえない

とか、同じカリキュラムを一緒にするのではなく、担任の

先生がしたものを渡されるとか「この子のここだけ見て下

さい。」とか、非常に動きにくい。それでいて責任が重い

ものを支援員としてやっているという現状がありますね。

それでいて、やっぱり一人の先生がたくさんの子供をみる

こと自体が無理な話です。野村さんの例で出ましたけれど

も、例えばクラスでできることとできないことの凹凸が大

きい子供がいるとします。例えば国語が大好きで、始めか

ら読んで覚えてしまっている子が、担任の先生が書いた文

を「先生そこ違うよ。」と指摘するとします。先生によっ

ては、子供に間違いを指摘されると少し傷がつくんです

ね。そうすると、保護者会なんかで本人と親に「坊ちゃん

は良くできるんだけれども、協調性がない。」とか言われ

てしまう。凸凹の特徴があることを教師がわかっていない

と悪意に取ってしまう。子供は相手がどういうふうに感じ

るかということをわかっていないんですよね。ただ、自分

は正しい事を言ったのに、先生は何で自分を怒るのだろう

と理由がわからないままで、そこでだんだん窮屈な思いを

しながら過ごさなければいけないというようになります。

その子が同じような子が多い学校に移って、全然評価が違

うということがありました。同じ子をどう見るかというの

で、その子の将来が非常に変わってくるのかなということ

がありますね。

堤：さっき林さんの方から、ブリジーズアカデミーという

アメリカの、これは私立の学校なんですか？

林：そうですね。私立なんですけれども、この教育は国で、

この学校は公立でも何校かはそういう教育、特別な支援が

必要な子供に、公立でも実施されている学校があるみたい

です。

突 出 し た 能 力 を さ ら に 伸 ば す

堤：アメリカは割とそういう、極端な能力を個性としてと

らえて、伸ばしていこう。そこからある種の創造性みたい

なものも生まれてくるだろう、という考え方をしている気

がします。ギフトとかギフテッド（※ gifted: すぐれた才

能のある）という言葉もありますが、これは西洋的な考え

で神から与えられた特別な能力という意味で使われている

のかな…。ある種、アーティストというのもギフテッドと

いうか、そういう能力を生まれながらにしてなのかはわか

らないけど、持っている。それをどうすれば引き伸ばして

いけるか、何か方法はありますか。

野村：どうしたらいいか。うーん、でもやっぱりそういう

意味では突出してる人ってなかなか仕事来ないですよね

（会場笑い）。オーケストラの中で演奏するって言ったら、

そりゃ突出していることより協調性の方が求められると思

うし、もちろんそういう意味で言うと、この人すごい才能

あるんだけどな、なかなか、って思う人が意外に活躍の場が

少なかったりということがすごくあると思います。周りも

その人が活躍する場をどう提供していいのかわからない。

 逆に言うと、ミュージシャンとかアーティストも、やっ

ぱりニーズに応えて、ある程度そつなくこなせると「やっ

ぱこの人手堅いな。」って（笑い）。

 やっぱりその安心感で仕事も来るので、そういうので言

うと、なかなかこう、その、突出している人は突出してい

るところよりも、どうにか協調性を身につけよう、突出を

押さえてでも何かしようとしていきがちなんですけども突

出しているものとか、ものすごいずれているものが活躍す
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る場というのがあったら、やってけると思う。僕はあんま

りそういう場がないから、自分で作ってやらなしょうがな

いなと思って、自分で作りながらやるんで、一人でいくつ

もやらなきゃいけない。大変なんですけど。聞かれたこと

に答えられてますかね。

 でも、自分を応援してくれている人の言葉を聞くってい

うのがありますよね。アーティストの場合は、突出すれば

するほど、賛否両論になるんですよ。賛否両論になるって

いうのはちょっと痛いんです、実際は。賛「否」が出な

いところくらいで止めておいたらすごい気持ちいいんです

よ、みんなから絶賛されて（笑い）。でも、賛「否」が出

るくらいやらないと、大きな賛も得られないんです。自分

がそこまでいきたいと思って。その時賛否両論出て、その

「否」を見るのがなかなか精神力いるんですよ（笑い）、アー

ティストとしてはですよね。

 だから人によっては、アンケートはとるけど絶対見ない

という人もいるし、それで影響されちゃうから、本番終わっ

た後に感想聞いて「もっとこうした方が良かった。」とか

「君はもう少しこうした方が良いね。」とかいうのに、心が

動くじゃないですか。たぶんそれをね、僕としてはいかに

言われても聞かなかったフリをする術を身につけるかで、

今まで生き延びてきたんですけど、でもやっぱり本当に賛

否両論というのは、痛いのは痛いです（笑い）。言われた

くないもん、そんなに。「あーあ、あれ最低だった。」とか、

「もっと普通の音楽が良かったな。」とか、要は「すごい最

高だった。」とか「最高だった。」ってところだけ読んでい

たら良いんですけど、でもやっぱり両方見て、でもそこで

「最低だった。」って言った人は、10 年後に「最高。」って

言ってるだろうって僕は言い切りながら、何とか自分を保

ちながらやるんですけどね。

独 創 性 × 社 会 性

堤：独創性みたいなものと、対極にあるものなのかわから

ないんですけど、協調性とか社会性ということがあります

よね。発達障害の子供たちもよく社会性とかコミュニケー

ション、対人関係に課題があると言われますけど、その創

造性、独創性とうまく共存していけるかっていうのは難し

いんですかね。その辺で苦しんでいる…。

野村 : やっぱりね、「打ち合わせに行きたくない。」ってい

うのはね、本当は言いたくない。例えば、今僕作曲してい

ると。打ち合わせやるんですけど「新宿まで打ち合わせに

来てもらえませんか。」とかって言われて。新宿まで行っ

ちゃうと、新宿の雑踏を聞くと、もう家に戻って作曲でき

る気持ちに戻れないで全部リセットされちゃう。じゃあ、

あの打ち合わせに行きたくないのはわがままな気持ちじゃ

ないですよ、今これに集中している時に、打ち合わせをす

ることに臨む気持ちは協調性はある、社会性はある、と自

分で納得しようとするけど（会場笑い）、でもね、そこで行っ

ちゃったら、これ（曲）を作れない（笑い）。

 僕は今、これを作るんだ、っていうのをやっている時に、

「すいません僕の住んでる駅まで来てくれたら、打ち合わ

せします。」って言うのは、申し訳ない気持ちですよ。「あー

あの人はアーティストだな、勝手なことを言うな、身勝手

だな。」と思われるけれども、でも、それをすると、でき

ないことも色々ある。それはさっきの感覚が鋭敏だとかい

うふうに書かれる。それは鋭敏だとは思っていない訳で「電

車に乗らないといけないのか～、電車って広告がいっぱい

吊ってある。広告見なきゃいけないのか～、広告無視して

電車に乗っても、広告は見なきゃいけないところに乗って、

電車乗って、色んな人の生活見て、打ち合わせして、それ

で一生懸命楽しく打ち合わせするけど、また広告見て、何

か色々見て、帰ってきた後、さあ、やろうっていう状態の

自分を戻すのに、どれくらい大変かなって思ったら、今行

けないな。」って思うわけです。例えばね。

 でもそれは社会性がないと。社会性があるとしたら「オッ

ケーです！」って言って、まあ、仕事はなんとか、この辺

で、ってやれればやれるはずなんですよ。でも、ここに、

自分の作っているものにこだわりたいと思った時には（打

ち合わせに行くのが）「無理です。」っていうことになっちゃ

うんです。そこのところ。

堤：今、野村さんの場合はこれだけ自分のことを説明でき

る訳ですよね。色々とこう（会場爆笑）、打ち合わせに行

けないんだとか、気持ちも含めて、言語化できるんですけ

ど、発達障害系の子供の場合、それを説明しろと言って

も、結構酷で、それである種のパニックみたいな、キレて

しまったりとか、学校であれば教室を出て行ってしまった

りとか、色々するんだと思います。周りの環境とか状況の

理由があって、彼らなりに頑張っちゃったりとか、そうい
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う子供っているのかなと思うんですけど、そのあたり子供

と接してて、早川さんはどう思われますか。

パ ニ ッ ク 、キ レ る 、か ら

ほ っ と す る 瞬 間 、あ り の ま ま の 状 態 へ

早川：先程ご報告させていただいた中でも若干触れたんで

すけれども、やっぱり、最近発達障害的な子供、反応性愛

着障害の子供を含めて、そういったところを消化できずに、

色んな問題行動に結びつく。パニックになったり、いま比

較的女子の方が多いのは自傷行為ですね。とある男の子は

対外には向かないんですけれども、パニックになると自分

の服を切り刻む、ボールペンを折ってインクを出して顔に

塗りたくるとか、非常に奇異な行動に出るんですね。

 そうすると学校なんか行くとその行動が理由で、また「こ

の子は学校では面倒見切れない。特別支援学級に行ってく

ださい。」と。でも、特別支援学級の先生でも面倒見切れ

ないという連鎖が起こって、すごい悪循環の中にいるんで

すね。色んな虐待を受けたとか、親からの早期の愛着対象

の分離とか、色々ストレスフルな状況になっていて、コミュ

ニケーション能力が育っていない。または元々のものもあ

るかもしれないですけど、そういう生き辛さみたいなもの

を感じている中で、結果としてパニック行動に出ると、そ

こでまた排除されるというすごい悪循環です。なので、そ

ういった子供たちにどうガス抜きさせるかというのはすご

く大事で、質問に答えられてないかもしれないんですけれ

ども、この活動とかで、突出した能力を引き出すとか、能

力開発というのには主眼を置いていないです。言ってみれ

ば、本当にガスを抜いて、ちょっとでもほっとする瞬間と

か、そのままを認めてもらえる「良かったね。」とか、「おっ」

て肯定的な一瞬の注目、そういったものでいいなと思って

いて、だから、突出した能力を見つけて、それを伸ばして

飯の種にっていうような下心を我々が持った途端に、また

効率主義、能力主義の世の中の歯車に戻しちゃうような気

がして。施設のスタッフに「芸術家と子どもたち」に何の

ために来てもらっているのと聞かれた時にすごく説明しず

らいんですけど、でも能力を引き出す、競争させる、飯の

種を作らせることじゃない。

野村：競争するとかっていうんじゃないけど、どっちか

言ったら、自然な状態に持って行くっていうのは凸凹にな

るということじゃないですか。だからその能力を引き出し

てっていうより、引き出すっていうのは無理に引っ張って

るみたいな感じがする。だから普通にするとか、っていう

と、ありのままちゃんと凸凹になって、ある特性が出てく

るということなんじゃないですかね。
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大 人 が す べ き こ と

早川：若葉寮のワークショップでも水内さんという方が関

わってくださって、指導は一切していないです。「何する？」

なんて、キットになるような物を持って来たりとかはしま

すけど「あれしましょう。」「君はもっとこうしましょう。」

とか、そういう指導は一切しない。だからみんな勝手にバ

ラバラのことをやっているんだけど、そのバラバラなもの

を、水内さんが持ってきた箱でコーディネートして、一つ

の作品に仕上げる。大人がしなきゃいけないのはそっちか

なと。一個一個ひっぱり上げたり、役割分担を与えるいう

より、子供の元々持っているものをどうコーディネートし

て、それがちゃんと社会に通用するようにマネジメントで

きるかっていうところですね。

堤：見せ方、ですね。「パフォーマンスキッズ・トーキョー」

もワークショップを経た最後に成果発表します。成果発表

をするんですけど、途中のプロセスで子供から出てきたア

イデアとか、（ダンスの）振りだとか、音楽とかを、最後

にアーティストが構成、見せ方を工夫するくらいの関わり

方なのかなという気がしています。

 吉本さんにお伺いしたいのですけど、先程の様々な興味

深いデータの中でも、例えば経団連が必要とする人材、コ

ミュニケーション能力のある人材とか、色々ありますよね、

あるいは、イギリスでの Creative Partnerships でこういう

人材を育てる、という時も、創造性みたいな、社会の側が

求めている創造的な人材というのと、今言っていたような、

発達の凸凹があるような子をありのままでというのと、そ

の辺またギャップが生まれる可能性というのもあるのでは

ないでしょうか。

吉本：ギャップ、ですか？

堤：そうですね、つまり、効率主義的に創造性を育てるみ

たいな感じになる可能性というのは？ 

変 化 す る 社 会 に 求 め ら れ る 人 材

吉本：難しい質問ですね。僕は教育の専門家ではないし、

今日テーマになっている発達障害の専門家でもないですけ

ど、でも何というか、一昔前と比べると、社会に求められ

る人材というのは大きく変わっていると思うんですよね。

 例えば高度経済成長期でいうと、それこそ言われたこと

をちゃんと正しく、効率よくできる人が社会に求められて

いた。平田オリザさんがこういう言い方をされています。

「高度経済成長期はドライバーで �� 度回しなさいと言っ

たら、それを確実に早く �� 度回せる人を育てることが必

要だったけど、いまは �� 度回しなさいと言われた時に、

�0 度回したらどうなるのかなということを考えて、それ

を実行する人が必要とされている。」と。ですから人と違

う発想を持ったりとか、人と違うことをしてみようという

チャレンジ精神があったりとか、そういう能力が求められ

るように、今は確実に変わっているんですね、この世の中。

様 々 な 能 力 を 認 め 合 え る 社 会

吉本：さっき紹介した、イギリスの Creative Partnerships

で取材した時に、アーツカウンシルのディレクターの方が

仰っていたのが非常に印象に残っていて、正確なパーセン

テージは覚えていないんですけれども、今学校にいる子供

たちが社会に出て、仕事を始める時、その仕事というのは、

今存在していない仕事が６割か７割だと言うんです。つま

り新しい仕事を始める。新しいビジネスを生み出していく

能力を身につける。

 そういう能力を身につけないと、社会に出ても適応でき

ない。あるいはイギリスという国が新しい産業や経済で自

立するために、そういう能力が必要だ、というのがすごく

印象に残っています。そのことと、今日のテーマである発

達障害の子供でもものすごくタレント（※才能）がある、

ということと関連があるように思います。大きな社会の中

の位置づけ、居場所ということで言うと、すごく特異な能

力を持っている訳ですよね、発達障害の子供たちは。普通

に見ると違って見えるかもしれないけれども、でもこの子

には優れた能力があるんだというのを認め合える社会を

作っていく上でも、こういうことは重要なんじゃないかな

と思います。それからさっきから話を聞いていると、やは

り先生がそれを受け入れられるようになるのかどうかがす

ごく重要だと思うんですね。
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 さっき話したリサーチの中で非常に印象に残っている話

があります。確かフランスだったかな、やはりクラスで普

通の授業をどうしても受けられない子がいて、先生がご両

親と相談して、本人のためにも、クラスの他の仲間のため

にも、この子は転校したほうが良いということになって、

ご両親も同意して転校が決まっていた。だけど、その転校

の前の日に、確かダンサーかな、アーティストが来て、学

校で何かをやったら、その子が普段先生も見たことない、

友だちも見たことないような表情をして、またある種の能

力があることがわかった。その結果、先生がこの子を転校

させるのは間違いだったと気がついて、転校をやめさせた

というんですね。それはある種の、普通に見ると、ちょっ

とこの子は違うな、という子も、学校が受け入れるという

判断をした訳ですから、アーティストや芸術にはそういう

ことが起こす何かがある、ということだと思いました。

堤：そういうのは、アートをきっかけに、子供の側ではな

くて、周辺にいる大人の感性が変わっていくということで

すね。親もそうだと思うんですけど、将来、今の小学生が

大人になった時の社会は変わっているのにも関わらず、今

の社会しかイメージできない、とか、大人の方、それはあ

る程度そうなんだけれども、それを周りの大人が変わって

いくということも大事だし、社会も自然には変わるけれど

も、それにもっとさらに加速して何か変えなきゃいけない

部分もあるという気もちょっとしています。

感 覚 、感 じ 方 、周 辺 環 境 の 捉 え 方

堤：さっき野村さんから感覚が鋭敏というお話が出たんで

すけど、発達障害傾向の子供たちの感じ方、世界のとらえ

方というのが、なかなかこちら、こちらという分けること

はできないんですけど、想像できないような感じ方をする

というのも認知の特性みたいな、そんなようなものもある

のかな、というふうにお話があったんですけど、その辺り

の特徴とか、もしあれば、林さんお話しいただけますか。

林：私は感覚の部分が一番根源的なものかなと思っている

んですけど。やはり、不快な環境に置かれた時に、非常に

不安になる。例えば聴覚の鋭敏な子がよくいますけど、聴

覚が鋭敏な場合は他の感覚も鋭敏じゃないかなと考えてみ

る必要があるかなと思うんですね。もし生まれながらにし

て感じすぎる場合でも、本人は自分が他の子より感じすぎ

ると知らないですよね。ですけれども、何故か疲れてしま

う。不登校の子に多いんですけど、昼間でもカーテンを閉

めるくらい、ブラインドを閉めていることがあります。子

供の特性をわかっていない親は、そんな暗いところで、と

パッパッと開けてしまいますよね。弱っている時は特に刺

激を強く感じるのですがわからないんです。

過 剰 な 刺 激 と 不 足 す る 刺 激

林：一見引きこもって見えるんですけども、引きこもるこ

とによって、外の過剰な刺激が影響を与えないように、本

能的に身を守っているので、元気の標準にあてはめるので

なく感じ過ぎる標準に焦点を合わすことは非常に大事だろ

うと思うんですね。あんまりにも過剰刺激にさらされすぎ

ると疲れすぎて、自分の感覚がわからなくなり、不安に思っ

たり、パニックになったり、自分がコントロールできない

行動が現れます。そういう経験は発達という意味からみる

とマイナスです。居場所が大事です。その人にとってどん

な広さでどんな匂いで、どんな暗さ、明るさ、どんな生地

が触れ一番心地良く感じられるか、どれくらいの関わられ

方、どれくらいの声の調子などを自分でわかっていくこと

から始めないと、表面的な社会的スキルを教えるではなか

なか難しい気がするんですね。

 親がこんな感じだろうと思ってやっていることが子供の

受け取り方は全く違っていたり、親は怒っていないのに子

は非常に怒鳴られた感じがしたりとか、よくあることで

す。「オギャー」と生まれた時に、その子が感じる感度と

いうのは、生まれつき一人一人違っていると思うんですけ

ども、親がいかに感度を把握して、その子が安定できるよ

うな環境を作ってあげるのかが大事な気がするんです。

堤：周りからの刺激というのが、通常だったら何ともない

だろうと思っていることが、過剰になっていて、身を守ら

なきゃいけないと不安に思ってしまうというものがある

と。その逆もあると言っていましたね。刺激が足りなさす

ぎる、刺激不足になってしまう。

林：例えば、その子にとって没頭する領域があると思うん

ですけども、その没頭する領域は他の子にはこれ位で良い

かなというレベルでは物足りないということがあります。

よりたくさんの刺激をもらわないと満足できないという部

分があると思うんですね。
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 例えば絵を描いたりとか、身体を動かしたりというのが

大好きな子供が、他の子は 1 時間したらまぁ良いかと思

うところを、もっとやりたい、もっとしたいというような

欲求があって、それをしてもあんまり他の子よりは疲れな

い、そういう領域があるのかなと思うんです。でも他の部

分では興味がなければ全然そこに入っていけないというよ

うなことが起きてしまうのではないかなと思っています。

動 物 感 覚

堤：ちょっとご紹介したい文があるんですけれども、自閉

症、アスペルガーの方でテンプル・グランディン（Temple 

Grandin）というアメリカの女性の方がいて、ご存知の方

も多いと思いますが、自閉症業界と言うと変ですが、ドナ・

ウィリアムス（Donnah Willams）と並んである種のスター

みたいな人で、彼女は動物学者でもあり、かつ牧場とかの

設計では非常に活躍しているような人なんですけれども、

そのテンプル・グランディンが『動物感覚—アニマル・マ

インドを読み解く』という本の中で、冒頭でこんな文章を

書いています。

 「私は動物がどんなふうに考えているかわかるのだが、

自閉症でない人はそれがわかった瞬間はどんな感じだった

かときまってたずねる。直感のようなものがひらめいたと

思うらしい。だが、私は直感でわかったのではない。動物

について、ほかの人にわからないことが自分にはわかると

気づくまでには、長い時間がかかった。飼養場で家畜を管

理する仕事をしていたのだが、自閉症のおかげで、経営者

よりも大いに得していることに気づいたのは、四十代に

なってからだった。自閉症だったために学校や社会生活で

はつらい思いをしたが、動物を相手にするのはたやすかっ

た。」（中尾ゆかり訳 / 平成 1� 年 / NHK 出版）という文章

で始まっているんですね。

 ある種なかなかこちらでは感じ取れないような動物の気

持ち、と言ったら変なんですが、動物の感覚というのを感

じることができる才能があったのかなと思うのですが、野

村さんは「動物との音楽」をここ 10 年くらいやっていま

すよね。

野村：動物の話ですよね。その前にあれの音ですかね？（音

が気になる様子）音が気になる、あれ、スピーカーの音か

な、プロジェクターはもう止まっているんですか？それ消

したら音も消えますか？（会場笑い）

 動物（の話題）にいく前に、例えばこうやって、あのプ

ロジェクターの音が「ブーン」っていってるかいってない

かで、言葉がすごく入ってくるのを、だいぶ邪魔されてる

のはあるんですよ。でも、「もうこれ使わないから、あれ

止めてほしいな。」とか思いながら（笑い）、「でも今お話

ししてる時だからあれはなかったことにしよう。」と葛藤

しながらここで喋ってるんですけど、でも、電化製品が増

えてくるとね、世の中「ウィーン」っていってるのが流行っ

て、あれ止まってほしいなと思いながら一生懸命話を聞い

てたんですけど、動物（の話）ですよね？（会場笑い）

飼 育 と 教 育 ～ 取 り 除 く こ と ～

野村：動物園に行きましてね、動物と音楽がしたいなと

思って。色々、演奏して、映像で横浜トリエンナーレで発

表したり、色々やってるんですけど、ぼちぼちとチャンス

がある時にですね。動物園の飼育係の人と話していて、僕

はすごく面白いなと思ったことがあって、飼育係の人たち

が休暇を使って、よくアフリカなんかに旅行に行かれるん
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ですよ。何かなと思ったら「やっぱり、あいつらの野生の

状態を見ときたいなと思って。」って言うんです。

  飼育する立場の人は、自分のところにいる動物は、檻

に入れられてて、ちょっと居心地が悪い状態で、でも最大

限見られてるストレスもあるけど、そこで餌をやったり、

できるだけ自然に近い状態にしてやりたいと思ってて、飼

育、支援してる、やってるんですよ。で、やっぱりアフリ

カに行って様子を見たいって言って、見に行くんですよ

ね。野生の動物の姿を見て知っておきたいって言った時に、

教育のところにいって、野生の子供の状態を一回見ときた

いんで、できるだけ野生に近い人間を見に行こうっていう

話ってあんまり聞かないですよね。

 なるほど動物園の飼育係の人の言う飼育っていうのと、

教育とは意味合い違うけれども、動物園の飼育係の人の話

を聞いた時に、いや、野生の人間というのはどういった状

態なのかはわからないけれど、動物園の人たちは、できる

だけ無理がない、ストレスがない、その動物にとって自然

な状態とはどういうことかなって探ってるんだなって思っ

たのがあって、それが動物園の飼育係の人と話していてす

ごく印象的だった。

 で、「育」っていうところは一緒なんですよね。飼育か、

教育かというので。さっきの競争云々とか無理しないであ

りのままの姿にもっていく、みたいな言葉を何育というの

か知らないですけど、何かそういうのがあったら。だから

たぶんこの音が、ストレスっていうはプラスのことが多い

と思うんですけど、何かしてあげるとか、取り除く部分っ

てすごく、ありのままにほっといてくれ、というのに関し

ては、ストレスってのはいろんなところから来るものが多

くて、どっちかっていうと要らないものを取り除くってこ

とをするってのが、それは何育って言うかわからないです

けど、すごく必要なんじゃないかなと思いました。

社 会 に 合 わ せ る ／ 社 会 が 合 わ せ る

堤：時間も迫ってきたんですけども、ちょっとこの辺りで

会場の方から、ご質問ご意見をいただけたらと思います。

今、なかなか話がまとまらないんですけれども、基調講演

からのお話でも構いませんので、何かございましたら。

観客 1：ありがとうございました。ちょっとお伺いしたい

のが、林先生が先程、感度は生まれつき人によって違って

いて、親はその子の感度を理解して合わせた環境を作るの

が大事だということを仰っていたんですけども、そうする

と、端的に言ったら親がいなくなったらどうするんだとか、

その子供たちが親がそういうふうにしてくれることによっ

て例えば環境が合うのか、幅が広がっていくという発想に

なるのかな、そうすると結局社会に合わせていくというこ

とになるのではないかと思い、凸凹のままで矯正していく

ことと、どう違っているかを伺ってみたいです。

林：鋭敏な感覚を持った子供たちと、色々接してみてわか

るのですけれども、緊張したり、不安状態の時は、それが

非常に強く出るんですね。状態が悪いと、すぐ、刺激に対

して過敏に反応したりパニックになったりするんですけど

も、その子の耐えられる範囲の環境作りから始めて、そこ

に身を置いて、落ち着いてくると、だんだん耐性ができて

くるというのかな、合わせることができる、耐性が強くな

るような気がしますね。

 それから、子供はずっとそのままではないので、大人に

なるにつれて、色々自分でコントロールしたり、自分の状

況をわかりながら調整したりとか、そういうことをしなが

ら、社会のニーズと自分のできる接点を合わせていくとい

うことが可能になると思いますね。

 過敏反応する人が社会に出て生きていけないかという

と、そうじゃなくて、それをどう活かすかというのもあり

ますね。例えば、耳が良い音楽家とか、味がすごくわかる

料理の匠とか、そういう特別な能力を活かしながら、社会

に還元している人もあります。けれども、そういう人たち

は、できるだけ自分が穏やかにいられる空間をちゃんと確

保しておく必要があるのかなと思いますね。

 子供は大人以上に調整が下手なうえに、学校のような設

定された集団の中に強制的にいないといけない。非常にし
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んどい、疲れた状況を我慢して毎日毎日過ごしている、と

いうことになると、ますます神経が逆撫でされるというの

かな、そういう感覚が過敏になってしまうということがあ

ると思います。それを、もし先生が気づき、その子の耐性

レベルに合わせた対応ができれば、その子は落ち着いてい

く。次第に自分は今はこれくらいの感覚の時は、これ以上

いくときついなとか、これくらいだったら我慢できるなと

か、レベルが段々わかっていくことが大事だと思います。

例えば、どうしても出て行かないといけない時、自分がそ

こで無理をしているなという意識は必要だと思うんです

ね。そんな時はその分、家に帰って、早く寝たり勉強はや

めるとかして、ぐっすり休んで帳尻を合わせる必要があ

る。子供は大人がそれに気をつけないといけません。大人

になるとそれができだして、それが社会に自分を合わせる

というより、自分の状態と社会をどうやってうまく調整を

取っていくかということになると思うんですね。

 ですから、例えば音の話が出ましたけども、新幹線が通っ

ている近くに引っ越して眠れないですとか、製材所の音が

してとても辛いんだ、とかいうことを、親がなかなか理解

できない、理解されないことが更に辛い場合があります

ね。その子によって、神経に障る音は違うので、隣の犬が

ワンワン鳴くのでそれが気になって石を投げに行くとか、

それからピアノ殺人というのがありましたけれども、下手

なピアノが聞こえるために、もういっぱいいっぱいになっ

て、殺人までいってしまう、そんなことも起こり得るんで

すよね。起こらないためにはやはり対処して、自分が居て

安心できる場の確保から始まるのではないでしょうか。

堤：よろしいでしょうか。

観客 1：ありがとうございました。

堤：他にご質問はありますか？

テ レ ビ ゲ ー ム 、ネ ッ ト 、携 帯 …

観客２：お話ありがとうございます。何か没頭できるもの、

なにか音楽なり、ダンス、絵だと、こちらもわかりやすい

んですけど、実際親が忙しくて構えないとか、今の時代っ

て昔と違って、テレビゲームとか、ネットとか、DVD と

かそういったものに入り込む子供が、繰り返しコンピュー

ターに集中できてしまう環境があると思うんですよ。そう

すると他に没頭できるものを見つけてほしいと思っても、

わかりやすくゲームとか中毒性があるものに集中してしま

う部分があると思うのですけど、そういった子供に、違っ

た視点、絵とか、音楽とかに目を向けさせやすくするため

にはどうしたら良いでしょうか。

堤：すごい私も思ってたんですけどそれは大きな問題で、

やっぱり 10 年、�0 年前と今の子供が置かれている状況が

違うのは、やはりゲームとかネットだとか、そういう状況っ

てかつてはなかった状況で、これも大人がバーっと広めて、

与えている話ですけど、どう考えたらいいでしょうか。

野村：結構深刻な問題やと思いますよ。出会えるものに出

会えてないということですよね、それは。芸術家とかいっ

ぱいいるしね。しかも暇な人もいっぱいいますから（笑い）、

暇またはお金がなくてバイトしてあんまりできないってい

う人もいっぱいいたりする訳ですけどね。でも、出会う機

会がなくて、すれ違っていく。結構同じようなところに暮

らしてるのにね。それはやっぱりコーディネーターが必要

だと思いますよ。

 さっきのホールでもこういう企画がありますって言った

り、今、日本（の文化政策）はこんな感じでやってますよっ

ていうのがあるけども、それこそ、そういう企画に参加す

るには、親なり指導者なり、学校だったら先生が名乗り上

げてくれないと「芸術家と子どもたち」のワークショップ

なんかもできないし、ホールの企画もホールに親が申し込

んでくれなきゃいけなかったりとか、出会おうとしても出

会えないことはいっぱいあって、そのために多分アウト

リーチとか、届いてないところに届けよう、でもやっぱり

そういうところは一番…。

堤：すっごい地道ですよね。普及の仕方からいって、携帯

電話とかゲームの爆発的な普及に比べたら、遅々としたも

のですよね。

野村：それはそれでたぶんほんとに凸凹に広まっていくし

かないと思うんですよね。全てのところに届くよう、とい

うことができる今、人材も予算も何もない時に、どうする

か、どっかでもいいから凸を作って、そこからどう広がる

かみたいな。

早川 : ゲームとか、入ってきた時に「いやー、困った事に

なったな。」と。携帯もそうですけども、できるだけやら
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せたくないんですけども、でも一方で施設にいるからこれ

ができないということは避けたいので、周りの世の中を見

ながら、極端にそこと乖離しないようにということで、少

しずつゲームもやらせるようにはなってきていますけれど

も、基本的には、当たり前ですけれども、小さい子ほど時

間を制限するということはしていますが。

都 会 の 冒 険 を 発 明 す る

早川：そこでやっぱり難しいのは何をやるのでも、制限し

たら代わりの物を提供しないと、制限しただけだったら、

その分だけ活力が削げてしまうこともあり得ます。ゲーム

に関してはやっている時間はほとんど活力が働いていない

ので制限した方が良いかもしれないけど、先程も言ったよ

うに、東京なんかだと、ゲームやるなと言ったら、じゃあ

何をやりゃ良いのってなった時に、（何も）ないんですよ

ね、本当に。だから今回の活動なんかも含めて、ちゃんと

メニューを用意せざるを得ないんですけども。本当だった

ら私の子供の時なんかは千葉で、今は住宅街だらけでそう

いう訳にはいかないですけども、昔は子供の時に暇だった

ら「じゃあ冒険いくか。」って、冒険って言っても大した

ことしてないですよ。裏山行って、木っ端を持って振り回

して、バタバタやってるだけで、あとはもっと知恵がつい

てくるとザリガニ釣ったり、ザリガニ釣りがちゃんとした

釣りに進化したりね。活動の場がタダだったんですよね。

川で魚釣るのもタダで獲れたし、ザリガニ釣るのもタダで

できたし、東京にいるとそういう活動は全部申し込んでお

金を払って、非常に自由な活動というのが削がれている環

境ですよね。

野村：都会の冒険を発明していかないといけない、僕らは。

だからタダでできる、ゴミ箱漁って「あ～ペットボトル見

つける！」みたいな（会場笑い）。何か都会の、ピンポンダッ

シュするとか、何か都会の入っていけない、何か駐車場の

裏とか見つけて、都会の冒険を、コンビニ巡りとか、何か

わからないけど都会の冒険の探し方って確かに、いかにお

金を使うことに巻き込まれずに、どんな冒険ができるかっ

てことを探らないと。

早川：だいたい能動的なことをすると、今は怒られちゃう

んですよ。本当に、積極的な、活力のある子ほど、怒られ

まくって、こんな子を施設に置いといて良いのかっていう

話になって。でも部屋に引きこもって、ゲームばっかり

やってて、この子の将来大丈夫かっていう子は別に怒られ

ない。その仕組みをひっくり返していかなきゃいけない。

堤：もちろん携帯の文化とか、ゲームの文化が、これから

表現とか、そういうところで大きな可能性を持っているこ

と、デジタル全般そうですけども、技術がある意味アート

の世界でも花開いていく、これからそうなんでしょうけど

も、ある意味子供という弱い立場、って言いたくないです

けれども、守られるべき環境の時にゲーム漬けになる弊害

の方が今、確かに（問題かと思います）。

野村：ゲームだって色々とそのパターンにはまっていかな

いように作られている物だったら、自分なりにクリエイ

ティビティを発揮してなんか作っていけるだろう。紙一枚

であれが、さっきの子ができたみたいに、「これこんな使

い方あるの！」っていうのを見つけていけるような「幅」

を持っていれば全然良いと思う。

国 算 社 理 と 音 図 家 体

堤：すみません、時間が過ぎてきているのですが、A先生（観

客席に来られている方です）、今特別支援学級、学校とかの

悪口が出てきたんですけれども（笑い）、学校の先生で素晴

らしい先生にたくさん私は出会ってまして、特別支援学級

において本当に素晴らしいご指導されている先生がいらっ

しゃって、その中のお一人で、町田市の小学校で特別支援学

級の先生でいらっしゃるA先生です。A先生、よかったら一

言。

A 先生：町田市の A と申します。以前私が勤める学校に「芸

術家と子どもたち」の方たちが来てくださいました。学校

は国算社理、音図家体の順で教科が並ぶんですね。今まで

はその（８教科の）前半の４つにすごく力が注がれていた

なと思います。でも私は子供たちにとても大事なのは後半、

音図家体、ここを鍛えないと、これからの子供たちは伸び

ていけないんじゃないかなと思っています。「芸術家と子

どもたち」の人たちに来ていただいて、子供たちは本当に

活き活きとしてきたなあと感じているんですね。

 今の保護者って、国語ができないとか、算数ができない

とかになるとちょっとショックを受けますよね。でも、絵
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が下手とか、運動会でビリとか、やっぱり多少ショックだ

けど、それほどのショックは受けない。それはどうしてか

と言うと、国算社理ができないと、将来の経済力にすごく

影響するんですよね。良い学校に行けるかと。でも、図工

できなくても東大に合格はできるじゃないですか。そうい

うシステムの中で、後半（音図家体の４教科）がすごく軽

視されているなって感じています。このフォーラムに来て、

良かったなと思うのは、やっぱり後半大事だよ、音図家体

でしょうっていうことをもう一度、確信して帰ることがで

きて、また明日から、音図家体を頑張りたいなと思いまし

た。ありがとうございました。

堤：加えさせていただくと、学校の教科になっていないダ

ンスとか演劇も表現としてありまして、その辺もぜひ学校

の中でやられていくと良いなというふうに思っておりま

す。

最 後 に 、各 パ ネ リ ス ト か ら …

堤：最後にパネリストの４名の方から、一言ずつどうぞ。

林：みなさん今日はお忙しいところありがとうございまし

た。一言だけ、ネットなんですが、やっぱり時代と共に止

めるということはできないと思うんですね。教育の中でも、

イギリスとかに行きますと、一人が一台パソコンを持って、

先生からの質問に手を挙げたり、大学のゼミのような形で

行われているというところもあったりして、もうちょっと

今の器具を活かした教育の方法を考えると、もっと選択肢

が広がるんじゃないかなというように思うんですね。それ

から中毒になると勿論だめなんですけども、ある一定の制

限を加えたりすれば、今のゲームってとても幅広くて、ク

リエイティブなところもある。例えばある人が作った詩を、

ある人がとても感情を込めて投稿する、などアートと関連

性のあることも非常に創作的に行われているというので、

頭ごなしに駄目というのではなくて、何をしているのとい

うことで、それを具体的にそうしたらこれはこうだねとい

うように、話の一つのきっかけになっていく、共通のそう

いうところかなと思ったんですけれども。ありがとうござ

いました。

堤：たぶんパソコンを使うことの方が、聞いてノートをと

るのが苦手だとか、学習の方法としても、今まで板書をし

て、それを写すみたいなやり方に合わない子というのもい

て、パソコンとか、あるいは言葉で喋るのは難しくてもパ

ソコンとかネット上ではガンガン発言が書ける子も出てい

るので、その辺は技術を活用していったらいいかなぁと私

も感じております。

吉本：さっきこの講演が始まるまで控室で話していたん

ですけれども、堤さんのところの「芸術家と子どもたち」

の学校でのワークショップ型授業が始まったのが �000 年

で、その時の６校のうち３校が野村さんでしたよね。私は

�000 年度は見ていないと思うんですけど、その翌年かな

んかにいくつも見学させていただいて、すごく感銘を受け

たんです。以降、こういう活動が広がったらいいなと思っ

て、研究活動の中でも積極的に芸術と教育というテーマに

取り組んできました。�000 年と比べると、わずかかもわ

かりませんけど、今は確実に同じような活動をやろうとい

う人は広がってきているし、それからさっき紹介したトヨ

タさんと一緒に「芸術家と子どもたち」の学校でのワー

クショップ型授業みたいなことをやっている NPO も全国

に広がっていますよね。文科省の２億という予算もせめ

て 10 倍ぐらいにしてほしいけれども、10 年前にはなかっ

た。堤さんたちが �000 年に始めたような活動が広がる動

き、スピードは決して速いとは言えないけれども、確実に

広がってきていると思います。今日ここに集まられている

みなさんはこういうことにすごく関心がある方々だと思う

ので、そういう人が一人でも増えて、こういう活動がます

ます広がってほしいなと思いました。

 それから、学校でアーティストとのワークショップを

ずっとやってこられて、今日のテーマが凸凹のある、とい

うことで、発達障害とか、児童養護施設というのに焦点を

当てたというのが、私の中では「芸術家と子どもたち」が

次のステップに行こうとしているのをすごく感じました。

芸術とかアーティストがそうしたところにアプローチして

いくことで、新しい可能性とか、新しい事が起こるんじゃ

ないかなと、すごく期待しています。ありがとうございま

した。

早川：今日は本当にありがとうございました。こういった

場に児童養護施設職員が呼ばれること自体、少し前なら考

えられなかったし、もちろん、私自身もそうでしたし、非

常に小さい業界なんですけれども、あまり大きくなっては

いけない業界ですけどね、何と言うか、とっても大事な仕
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事を私はしているという自負はあって、発達障害のお子さ

んであっても、虐待を受けたお子さんであっても、やっぱ

り、ややもすると社会のシステムから抜け落ちて取りこぼ

されているということになってしまう。そういうお子さん

たちを一人も取りこぼさないという思いでやっているつも

りです。なかなか力が伴わないんですけど、ただ外に出て

きて思うのは、前はこういう（児童養護施設の）仕事の話

をすると、とっても大変な仕事ですねとか、要は平たく言

うとマニアックなことをやっているなという見られ方をし

た訳ですけれども、最近同じような感覚でお集りして、共

感できるという方が非常に増えている。そういう意味で、

非常に嬉しかったです。

 お願いですけれども、今日を期に、児童虐待の問題です

とか、社会的養護を今まで以上にみなさんが少しでも関心

を持っていただけると本当にありがたいなと思います。児

童養護施設の研修、私は自立支援コーディネーターという

のをやっているんですけれども、こういった人たちが何を

しているかという研修会（リービングケア委員会）もあり

ますので、関心のある方は、ぜひご参加ください。今日は

どうもありがとうございました。

野村：たくさんの人と喋るのはなかなか大変なことだなと

思いました。今日は話して何か謎残りましたか？謎。それ

考えて。やっぱり引っかからないっていうのは、あー良かっ

た、良い話したと忘れちゃったりそのことについて話さな

いんですけど、何か気持ち悪いとか、何かちょっと腑に落

ちないというと、いつまでも引きずるじゃないですか。こ

ういう話をして、何か良い話して、良い話聞いて、何か良

かったなって言ってほっとすると、何か、良かったなでいっ

ぺんファイルに入れて、ポンって、保存って、感じがしちゃ

うんで、何か腑に落ちないこととか、謎とか、僕がアート

をやっているのって引っかかることとか謎とか「ちょっと

全面賛成できねぇよ。」ってこととかあって、やっぱり「野

村さんの言っていることは素晴らしいな～。」とか言って

たらダメだと思うんですよね。「あの人何か言ってるけど、

やっぱり俺何か違うと思う。けど何かすごそうなとこもあ

るし何かむかつくな～。」くらいの感じで言われたいなと

思うので、何か、いい感じに謎があったら良かったなと、

あったかなと思いながら帰ります。どうもありがとうござ

いました。

堤：ありがとうございました。この「パフォーマンスキッ

ズ・トーキョー」ですけれど、東京都の文化政策の一貫と

して、文化予算をいただきながら私どもが事務局となって

行っているものです。教育とか福祉、文化の垣根を超えつ

つ、文化側が何ができるのかということを今後も考えてい

きたいですし、あるいはこういう活動を誰が社会的に支え

ていったら良いのかとか、あるいはこういう社会的に孤立

しがちな子供たちを誰がどうやって手を差し伸べていくの

が良いのかということを考えていきたいなと思いました。

み ん な が コ ー デ ィ ネ ー タ ー に な る

野村：（唐突に）最後にもう一言だけ言わせてください。

堤さん素晴らしいし、こうアーティストによるワーク

ショップ型授業をやっているじゃないですか。最初６校か

ら始まったという話なんですけども、コーディネーター必

要って言ってますけど、たぶんね、誰でもコーディネーター

できるんですよ。堤さんが素晴らしいっていうのと別で、

あの人は素晴らしいっていうのと別で、たぶん誰でもでき

る、ものすごい小さなコーディネートもできるんで、みな

さん一人ずつで、ものすごい小さい企画でも何でも、アー

ティストを一人家に連れてくるでもなんでもいいですけ

ど、隣の家に連れてくるでも、近所３人の集まりでも、そ

ういうのをコーディネート、それは別に自分のできる範囲

でできることがあって、それはもちろん文科省の予算で何

億ついてできることもあるけど、それだけを待ってたらで

きないこともあるんで、でも僕一人の規模とか、みなさん

立場違うけど全員コーディネーターできるんじゃないかな

と思いました。

堤：コーディネーターの後進の育成はどうするんだという

課題を与えられていたのですが、みなさんがコーディネー

ターだと一気に解決できそうな気がしてきました。最後に

なりましたが、パネリストのみなさんに拍手をお願いいた

します。どうもありがとうございました。
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「子供たち」と考えるときに一般的にぬけがちな児童養

護施設の子供たちの話が含まれていたことにとても安

心感を覚えました。不自然じゃなく、自然な流れでし

た。また参加したいです。

（�0 代 会社員）

言語での講演、報告、非言語でのワークショップ、大

変興味深いものでした。学校、施設だけではなく、芸

術、人を通じた連携、ネットワークの広がりによる効

果に今後も期待したい。今後の展開に期待するだけで

なく、協働しながら共に取り組みができたらと思う。

有用性などを言語化・データ化することが困難な側面

が多々あると思われますが、発信していく必要がある

と思う。

（�0 代 児童養護施設職員）

早川さんのお話、野村さんのワークショップ、吉本さ

んのお話、とてもおもしろかったです。パネルディス

カッションは当事者である子どもとその周囲の大人に

対するサポートを分けて対策を考えて、意見を引き出

してほしかった。凸凹は発達障害の子だけでなく、み

んな子どもは持っているものです。その大小、強弱に

よって直接的なサポートの仕方が具体的にあるのだと

思うのでそのノウハウは確実に教育関係者は共有する

ことが大事です。

それ以上に大切なのは、その凸凹に共感し、認める力

（他者に対する感受性）を大人も子どもも社会全体と

して高めていくことが必要なのだと思います。そのた

めにアートのできる力は大きいし、アートとコーディ

ネートする力（人）が増えるといいと思います。

（�0 代 自営業）

子供 ( 幼児 ) を対象として日々を過ごしています。小

さければ小さいほど生の人間っぽい気がしています。

皆まさに凸凹！ありのままでいてほしいとも思った

り、生きていくうえでは協調性も !! と集団での教育に

関わる難しさを感じています。しかし、人間のあたた

かさや他者に受け入れられるよろこび・・・そんなこ

とを集団から感じてほしいなと感じました。

「芸術」ができること、芸術の行為に限らず、考え方

からも彼らと寄り添えるのかなと感じました。コー

ディネート！まさにこの役割になれるといいなー。

（�0 代 学生）

子どもに自己解放してもらう機会がいかに大切なこと

かよく分かりました。また、お金ない子どもが都会で、

学校外でどう活動するのか問題があることが分かりま

した。少しでも、自分も関われたらと、これから考え

行動していきます。

（�0 代 その他）

納得したこと、ひっかかったこと、こうしてみようか

なと気づいたこと、今は頭がパンパンです。とても良

い機会になりました。これを機に考えてみたり行動を

していきたいと思いました。迷いましたが聴きにきて

よかったです。

（�0 代 会社員）

パ フ ォ ー マ ン ス キ ッ ズ・ト ー キ ョ ー  フ ォ ー ラ ム v o l . �

来 場 者 ア ン ケ ー ト 自 由 記 述   抜 粋



��

教育問題へのアプローチの仕方が学校現場からや、

NPO からアーティストからなどなどいろいろな方向

からしていくことの必要性を感じました。もし教師に

なったときに、何ができるのか、今は本当によくわか

らなくなっているのですが自分が頭を柔らかくして子

どもたちを見守るようにならなければと思います。

（�0 代 職業未記載）

教室で毎日 �0 人程の子どもを見ていますが、１人ひ

とりを見る目が 1/�0 にならないように１人ひとりを

よく見て、よく知ることが大切だと改めて感じまし

た。

また、自身オーケストラに所属していますが音楽や芸

術にふれると、自分が解放されたような気分になるの

で、そのような（奏でる）自由な部分が特支の子に必

要だということも感じました。学校では、細かいルー

ルがいっぱいあったり、レールにのせたりしなければ

いけない部分が多くあって自分（教師）も子どもも苦

しくなってしまうところがあると思うけれど、芸術の

もつ自由さや解放というのが人として必要なんじゃな

いかと感じました。音楽好きとして子どもに何か影響

を与えていきたいと思います。

（�0 代 公務員）

それぞれのパネリストの方から大変興味深いお話を聞

くことができました。出来れば医学的な内容もあれば

尚よかったと思います。

アートの持つ役割が子どもの発達に大きく左右すると

いう事が海外では認知され、それに向けての教育が進

んでいる中、日本でももっと力を入れていくべきだと

思います。このような事をもっと広く社会に発信して

いく事が大切だと心から思います。

（�0 代 児童養護施設職員）

講義、ディスカッション共にとても勉強になりまし

た。みんなでつくる音楽もとても楽しかったです。

子供たちの創造性を高められるアプローチがもっとで

きるようになればと思います。ありがとうございまし

た。

（�0 代 会社員）

大変興味深いフォーラムでした。芸術家と子どもたち

の接点が増えるよう保護者たちにも本日の内容が届い

たらと思いました。保護者が短期的な目標の教育（？）

にお金を使うのではなく、長期的視野でこのようなプ

ログラムにも投資するようになっていけばいいと思い

ます。楽しかったです。また参加させて頂きます。

（�0 代 アーティスト）

文化財団で可能なこと、個人として可能なことを考え

直す機会になりました。中高生向けワークショップを

コーディネートしていて、きっかけをどれだけ作れる

かがポイントになる気がしていました。そのことの重

要性を再認識でき、ひきこもったり、いじめられたり

してしまう子たちとアーティストの出会いを作ってい

けたらと思います。

（�0 代 会社員）

様々な分野の人たちの話を聞けたことは大きな収穫で

した。一つの結論を出すという目的ではないと思うの

で、パネルディスカッションのとりとめのなさ（？）

が逆に可能性に感じられました。

（�0 代 会社員）
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｜ 東 京 文 化 発 信 プ ロ ジ ェ ク ト と は ｜

東京文化発信プロジェクトは、「世界的な文化創造都市・

東京」の実現に向けて、東京都と東京都歴史文化財団が芸

術文化団体やアート NPO 等と協力して実施しているプロ

ジェクトです。都内各地での文化創造拠点の形成や子供・

青少年への創造体験の機会の提供により、多くの人々が新

たな文化の創造に主体的に関わる環境を整えるとともに、

国際フェスティバルの開催等を通じて、新たな東京文化を

創造し、世界に向けて発信していきます。

www.bh-project.jp 
平成 �0 年度 PKT ワークショップ風景 ( アーティスト／井手 茂太：振付家・ダンサー）

平成 �1 年度 PKT ワークショップ風景（アーティスト／森下 真樹 ：振付家・ダンサー）

平成 �� 年度 PKT ワークショップ風景（アーティスト／黒沢 美香：振付家・ダンサー） 平成 �� 年度 PKT ワークショップ風景（アーティスト／山下 残：振付家・演出家）

平成 �� 年度 PKT ワークショップ風景（アーティスト／港 大尋：音楽家・作曲家）

©Shoko Kashima
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創造性とコミュニケーション

　アーティストは、創造とコミュニケーションの専門家です。彼らは独創的な作

品を創り、新しいものの見方を世の中に提示します。そして、他者や社会、自分

を取り巻く環境と、多様な関係性＝コミュニケーションを築きます。新しい世界

の扉を開ける天才がアーティストなのかもしれません。

　ところで、子供たちも似たような特性を表わすことがあります。知性による解

釈などせず、感覚的に、身体的に表現し、創造する瞬間。言語的ではない、いわ

ば皮膚感覚的な方法で、周囲の人やモノと関わる瞬間。まるで、かつて持ってい

たのだけれどほとんどの大人が忘れてしまった原初的な感覚で世界をとらえるよ

うな特性。アーティストによるワークショップを実践していると、幸運にもそん

な特性を持つ子供たちに出会うことがよくあります。

　そして、自閉症や発達障害であったり、もしくはその傾向があると言われたり

する子供たちは、そのような特性を持つことが多いように思います。彼らのこだ

わりの強さや発達の凸凹、知覚過敏などをマイナスととらえるのではなく、創造

の源として、コミュニケーションの多様性を考えるきっかけとして、このフォー

ラムでは積極的にとらえてみたいと考えました。そして、そのことは、彼らの自

尊感情について考えたり、私たちが文化と文化の接点を考えることに通じるので

はないかと思ったのです。

     　　　　　　　　　　　　　　　　　  NPO法人 芸術家と子どもたち　代表

                                                                                                         　　　　　　　堤　康彦

はじめに

「パフォーマンスキッズ・トーキョー（PKT)」とは

ダンスや演劇、音楽などのプロの現代アーティストを学校やホール等に派遣、10

日間程度のワークショップを重ね、子供たちが主役のオリジナルの舞台作品を創

作・発表しています。[平成 24年度実績：都内 公立小中学校 12校・ホール 5カ所・児童養護施設 5カ所 ]

このフォーラムでは、その過程で出会った多様な子供たちの表現を切り口に創造

性やコミュニケーションについて、アート・教育・福祉などの領域を越えて、実

践報告や体験ワークショップを交えながら話し合いました。
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東京都 ／ 東京文化発信プロジェクト室（公益財団法人東京都歴史文化財団）／ 特定非営利活動法人芸術家と子どもたち




